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ごあいさつ

　この事例集は，ＳＳＨ指定校として授業研究・改善を行っている本校の取り組みの成果を

発信，蓄積するために刊行するもので，昨年度に引き続き第２編となります。

　本校は平成２２年に初めてＳＳＨの指定を受け，現在２期最終年を迎えております。２期

目は「大学等が近隣にない高校における全生徒対象の科学技術人材の育成」をテーマに掲

げ，全職員で事業の開発・改善に取り組んで参りました。特に「全生徒対象の科学技術人材

の育成」という点においては，全教科・全科目で授業研究を進めております。まず，授業の

共通目標として，文系理系問わず，現代の知識基盤社会を生き抜くために全生徒につけさせ

たい力「科学的思考力（SW-ingSLC）」を本校独自に設定しました。そして，その育成のた

めに「協働的問題解決学習」を中心とした授業づくりを全教科・全科目で実施しておりま

す。同時に，科学的思考力を共有・深化させ，授業づくりを進めるための校内研修や，教科

の垣根を越えた相互授業参観，教科横断型授業等も継続して行って参りました。本年も生徒

と教員，教員同士の協働によって生まれた授業・教材の一部をご紹介させていただきます。

　地理歴史科については，平成３０年度より２年間，国立教育政策研究所から「教育課程研

究指定校事業(地理歴史科)」の指定を受け，新学習指導要領で新設される「地理総合」・

「歴史総合」を見据えた科目相互の連携と「問い」を重視した授業の研究を行っておりま

す。そのため，一部新学習指導要領の内容に沿ったものも含まれております。

　なお，この事例集の内容やこれまでの研究業等の教材の一部につきましては，本校ホーム

ページにも掲載しております。次年度以降の研究事例はホームページで随時公開させていた

だく予定です。

　これらの授業研究の取り組みにあたり，「科学的思考力(SW-ingSLC)」の設定・改訂にご

助力いただいた鳴門教育大学教授川上綾子先生をはじめ，ご指導・ご助言いただいた先生方

や研究発表会等にご参加下さった先生方，並びに運営指導委員の皆様に深く感謝申し上げま

す。

　今後は，Society5.0を生き抜く力を備えた生徒の育成を図るために，文理融合の授業研究

を進め，科学的思考力をさらに高める教材開発を続けて参りたいと存じます。どうぞ忌憚の

ないご意見をお寄せ下さいますようお願い申し上げます。

令和２年 ２月

徳島県立脇町高等学校

校 長 藤 川 正 樹
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2019 脇高で身につけるべき「科学的思考力( SW-ing SLC )」 

項 目 内   容 手段・キーワード例

A 
他者と協働

する力

ⅰ：目的を意識してグループワークや話し

合いを行う
○積極的に発言する・傾聴する

○役割（司会，記録，発表）を果たす

ⅱ：自分の意見と他者のそれとを比較・関

係づけ，意見をより深化・発展させる
○多数決によらない合意形成

○異なる立場による討論・議論(ディスカッション・ディベ

ート) 
○他者との信念や価値観の違いの理解

B 
課題理解力

ⅰ：設定された課題の条件を的確に理解す

  る
○状況・設定の把握

○問題の明確化・具体化

○何が問われているか正確に理解する

ⅱ：設定された課題の背後にある目標を的

確に理解する
○課題に取り組むことで養われる力についての理解

○単元目標の理解

○ルーブリックの段階を意識した目標設定

C 
情報収集力

ⅰ：インターネットのみに頼ることなく

様々な手段・方法で必要な情報を得る
○研究論文，報告書，統計など

○書籍・新聞等での情報収集

○研修・講座への参加・体験等

○インタビュー・アンケート・フィールドワークの計画・実

施

ⅱ：目的に応じて，適切な方法を選択し，

情報を効果的に収集する

D 
情報分析力

ⅰ：様々なツールを用い，情報の全体的な

意味理解や整理，原因等の分析を行う
○グラフの読み取り，分かりやすいグラフの作成・選択

○ロジックツリー，マインドマップ，5W1H，バタフライチ

ャート等

○統計的なデータ（確率・平均・相関係数等）による検証

ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ，クリ

ティカルに考え，内容等の正しさを判

断する

○批判的思考・バイアス

○取得情報の確かさの検証（標準誤差・相関係数等）

○相関と因果関係

E 
課題解決力

ⅰ：設定された課題の解決方法について，

与えられた知識や技術を使って考え

る

○提示された方法・ガイド・情報を利用して課題の解決を目

指す(定義・法則) 
○解決までの道筋を予測する

ⅱ：設定された課題の解決方法について，

様々な知識や教養を組み合わせて考

える

○問題の本質をとらえることを心がけ，様々な知識や教養

を組み合わせて文脈を深く予想・理解する(時代背景・経

済・世論・国際的な視点) 
○教科横断的視点・複数方向からのアプローチ・最善策の選

択

F 
構成・表現

力

ⅰ：受け手の立場に立ち，様々な表現形式

を用いてわかりやすく伝える（書く・

話す）

○グラフ・写真・書式・デザイン

○発表資料・メモ

○ホワイトボード・黒板・スライド・ポスター

○プレゼンテーション・解説

○レポート（実験・調査・書籍）

○小論文

ⅱ：適切な形式を用い，構成（論理性）を

意識しつつ，根拠のある表現を行う

（書く・話す）
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【社会と情報・１学年】
単 元（教 材）名 

いろいろなグラフ 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

D 情報分析　　　  ⅰ：様々なツールを用い，情報の全体的な意味理解や整理,原因等の

分析を行う 

ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ,クリティカルに考え,内容等の正

しさを判断する 

E 課題解決力 ⅰ：設定された課題の解決方法について,与えられた知識や技術を使

って考える 

ⅱ：設定された課題の解決方法について,様々な知識や教養を組み合

わせて考える 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

 どのようなグラフを作成したら何が分かるかを意識させるために Yes，No クイズを作成

した。情報の時間で習得したエクセルを使ったグラフ作成や関数の使い方を数学で習った

ヒストグラム，散布図などのグラフや相関係数を使ってデータの分析をしてもらうために，

人口推移や高齢化を全国，徳島県，徳島市を美馬市と比較してどのようなことが言えるかが

分かりやすいグラフができるようにデータを精選した。 

【全体の指導計画(全６時間)】 

１ Excel 演習（実技テストを含む）…４時間   

２ いろいろなグラフ      …２時間（本時：２／２時間） 

【本時の授業展開】 

容内間時

１０分 

３５分 

５分 

人口減少社会について Yes, No クイズをする。 

① 都市部より地方の方が，高齢化がすすんでいる。 

② 地方の方が，出生率が低い。 

③ 地方から都市へ人口が流出している。 

①～③のことを検証するためにどのようなグラフを作成すれば良いか質問する。

本時で作成するグラフの説明をする。 

（前時で人口のヒストグラムと高齢化率を示した円グラフを作成している。本時

は徳島県の高齢化率と全国特殊出生率，高齢化率と社会減率，高齢化率と人口密

度の相関が分かるように，散布図を作成する。また，徳島県の市町村を都市部

と地方に分類し，1995 年から 2015 年までの都市部と地方の人口推移を５年ごと

に折れ線グラフで表す。） 

４～５人のグループを編成し，1 つの班に全国，徳島県，徳島市，美馬市の５

階級ごとの人口推移を表すヒストグラムと高齢化率を表す円グラフ，そして本時

で作成する散布図と折れ線グラフを作成させる。できた班から印刷をさせる。 

次の数学の時間に，作成したグラフを使って分析することを伝える。 
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単 元（教 材）名 

いろいろなグラフ 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

D 情報分析　　　  ⅰ：様々なツールを用い，情報の全体的な意味理解や整理,原因等の

分析を行う 

ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ,クリティカルに考え,内容等の正

しさを判断する 

E 課題解決力 ⅰ：設定された課題の解決方法について,与えられた知識や技術を使

って考える 

ⅱ：設定された課題の解決方法について,様々な知識や教養を組み合

わせて考える 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

 どのようなグラフを作成したら何が分かるかを意識させるために Yes，No クイズを作成

した。情報の時間で習得したエクセルを使ったグラフ作成や関数の使い方を数学で習った

ヒストグラム，散布図などのグラフや相関係数を使ってデータの分析をしてもらうために，

人口推移や高齢化を全国，徳島県，徳島市を美馬市と比較してどのようなことが言えるかが

分かりやすいグラフができるようにデータを精選した。 

【全体の指導計画(全６時間)】 

１ Excel 演習（実技テストを含む）…４時間   

２ いろいろなグラフ      …２時間（本時：２／２時間） 

【本時の授業展開】 

容内間時

１０分 

３５分 

５分 

人口減少社会について Yes, No クイズをする。 

① 都市部より地方の方が，高齢化がすすんでいる。 

② 地方の方が，出生率が低い。 

③ 地方から都市へ人口が流出している。 

①～③のことを検証するためにどのようなグラフを作成すれば良いか質問する。

本時で作成するグラフの説明をする。 

（前時で人口のヒストグラムと高齢化率を示した円グラフを作成している。本時

は徳島県の高齢化率と全国特殊出生率，高齢化率と社会減率，高齢化率と人口密

度の相関が分かるように，散布図を作成する。また，徳島県の市町村を都市部

と地方に分類し，1995 年から 2015 年までの都市部と地方の人口推移を５年ごと

に折れ線グラフで表す。） 

４～５人のグループを編成し，1 つの班に全国，徳島県，徳島市，美馬市の５

階級ごとの人口推移を表すヒストグラムと高齢化率を表す円グラフ，そして本時

で作成する散布図と折れ線グラフを作成させる。できた班から印刷をさせる。 

次の数学の時間に，作成したグラフを使って分析することを伝える。 

【実際の学習活動と注意点】 

　生徒の情報処理能力に差があるため，１人で全てのグラフを作成することは難しいので，

分担して作ることにした。データは異なるが同じ手順で作ることができるものを２組×４

（ヒストグラムと円グラフ），１組×３（散布図）と１つ（折れ線グラフ）の計４種類のグ

ラフを４人～５人の班で作成した。班編成をするときに苦手な生徒たちしかいない班を作

ると時間内に仕上げることが難しいので，得意な生徒が教えることができるように編成し

た。 

【授業者として工夫・意識したこと】 

 作り方の手順を紹介した後，どのようなグラフを作成してほしいかが分かるようにプロ

ジェクタに完成予定のグラフを掲示した。次の数学の授業で，作成したグラフを使って分析

するため，ヒストグラムは縦軸の目盛りを全てそろえて，2015 年，2025 年，2035 年のデー

タを比べやすくするように意識させた。 

【教材としての利点と課題】

 今回は教科横断型の授業として次の数学の授業につなげるために同じグラフを作成する

必要があったので，作成するグラフを指定し，ほぼ全員が同じグラフを作成することがで

きた。しかし，同じデータでもヒストグラムの範囲をどう設定するかで見え方は全く異な

る。よって，どのグラフを選択するかを生徒自身に選択させ，同じデータでも見え方の異な

るグラフを作り，どちらがより分かりやすいかを比較させることで生徒自身で選択して作

成させることが課題である。

【使用プリント等】

 全国，徳島県，徳島市，美馬市の５歳階級別推計人口（2015 年，2025 年，2035 年）

出典：国立社会保障・人口問題研究所

「http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/3kekka/Municipalities.asp」
徳島県の市町村別面積 

出典：徳島県の市町村  

「https://uub.jp/cty/tokushima.html」 
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【数学Ⅰ・１学年】
単 元（教 材）名 

データの分析 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

D 情報分析力 ⅰ：様々なツールを用い,情報の全体的な意味理解や整理,原因等の分

析を行う 

ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ,クリティカルに考え,内容等の正

しさを判断する  

E 課題解決力 ⅰ：設定された課題の解決方法について,与えられた知識や技術を使

って考える 

ⅱ：設定された課題の解決方法について,様々な知識や教養を組み合

わせて考える 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

 データ分析の意義についてのプレゼンにおいて，生徒が持っているイメージと違うデータ

を探すことを意識した。また，生徒がグラフ化するデータに人口を用いたのは，少子高齢化を

実際の数字で確認してほしかったからである。また，美馬市の活性化をテーマに課題研究をす

る際に，データを用いてグラフ化することが役に立つと思ったので，つながりを意識した。 

【全体の指導計画(全８時間)】 

１ データの整理  ２ データの代表値  ３ データの散らばりと四分位数   

４ 分散と標準偏差 ５ データの相関  ６ 表計算ソフトによるデータの分析（本時）

７ まとめ（２） 

【本時の授業展開】 

時間 内  容 

１０分 

２０分 

１５分 

データ分析の意義についてプレゼンする。 

（同じデータでも見せ方の違いで違う印象を持つものを見せる。） 

前時で作成したグラフを分析し，課題を発見する。その課題について班で話し

合うことを伝える。 

（前時までに4種類のデータを用いて1人一つ以上のグラフを作成する。違うデ

ータを用いた4人～5人の班を作成し，そのデータをもとに分析する。） 

個人で作成したグラフや分析結果を用いて，グループで自由に議論する。 

グループでまとめた分析結果から課題を見つけ，その課題について論理的に表

現できるようにする。その内容をホワイトボードに記入する。 

グループでまとめた課題を班ごとに発表する。 

班ごとの発表で良かった点，疑問点などをワークシートに記入し質疑応答する。

（外れ値の存在に気づかせ相関係数にどのような影響を与えるかをエクセルの
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データの分析 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

D 情報分析力 ⅰ：様々なツールを用い,情報の全体的な意味理解や整理,原因等の分

析を行う 

ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ,クリティカルに考え,内容等の正

しさを判断する  

E 課題解決力 ⅰ：設定された課題の解決方法について,与えられた知識や技術を使

って考える 

ⅱ：設定された課題の解決方法について,様々な知識や教養を組み合

わせて考える 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

 データ分析の意義についてのプレゼンにおいて，生徒が持っているイメージと違うデータ

を探すことを意識した。また，生徒がグラフ化するデータに人口を用いたのは，少子高齢化を

実際の数字で確認してほしかったからである。また，美馬市の活性化をテーマに課題研究をす

る際に，データを用いてグラフ化することが役に立つと思ったので，つながりを意識した。 

【全体の指導計画(全８時間)】 

１ データの整理  ２ データの代表値  ３ データの散らばりと四分位数   

４ 分散と標準偏差 ５ データの相関  ６ 表計算ソフトによるデータの分析（本時）

７ まとめ（２） 

【本時の授業展開】 

時間 内  容 

１０分 

２０分 

１５分 

データ分析の意義についてプレゼンする。 

（同じデータでも見せ方の違いで違う印象を持つものを見せる。） 

前時で作成したグラフを分析し，課題を発見する。その課題について班で話し

合うことを伝える。 

（前時までに4種類のデータを用いて1人一つ以上のグラフを作成する。違うデ

ータを用いた4人～5人の班を作成し，そのデータをもとに分析する。） 

個人で作成したグラフや分析結果を用いて，グループで自由に議論する。 

グループでまとめた分析結果から課題を見つけ，その課題について論理的に表

現できるようにする。その内容をホワイトボードに記入する。 

グループでまとめた課題を班ごとに発表する。 

班ごとの発表で良かった点，疑問点などをワークシートに記入し質疑応答する。

（外れ値の存在に気づかせ相関係数にどのような影響を与えるかをエクセルの

− 7−



【実際の学習活動と注意点】 

前時までに社会と情報の授業で作成した徳島県や美馬市の人口についてのグラフを分析

する。特に，データの分析で活用したヒストグラムや散布図に現れる特徴を詳しく分析し，

班でまとめた分析結果を発表する。また，散布図では，外れ値の存在に留意して相関係数に

どのような影響を与えているかに注目させる。 

【授業者として工夫・意識したこと】 

データを分析して正しく表現することができる力が必要であることを意識させる。 

高齢化率や合計特殊出生率，潜在扶養指数という言葉が出てくるのでどのような計算で出

された数でどのような意味を持つかを正しく理解させる。 

【教材としての利点と課題】

 教材としてのデータを精選することが難しく，準備に時間がかかる。実際にデータを分析

する際はまず課題があって，その課題から仮説を立て，その仮説を説得するためのデータを

探すことが求められるが，今回は課題や仮説もなくただデータを分析しただけなので，実際

に利用することは難しいと思う。また，仮説を立ててもどのようなデータを持ってくれば良

いのかも難しいのでそこが課題である。しかし，今回はデータを見る練習を中心に考えたの

で，データをグラフ化してそこから見つけられるものを表現できる力を磨くことができた。

また，外れ値が相関係数にどのような影響を与えるかを実在するデータで確認することが

できた。 

【使用プリント等】

 前時までの「社会と情報」の時間で生徒が作ったグラフ

 ワークシート

５分 

関数を用いて見せる。またそのはずれ値がどのような理由から外れているかを

考察させる。） 

本時のまとめを聞く。授業の振り返り。 
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【物理＋現代文・２学年】
単 元（教 材）名

気体分子の運動

【この教材で特に意識する「科学的思考力」】

項 目 内 容

D 情報分析力 ⅰ：状況を区別し個々の情報の整理を行う

B 課題理解力 ⅰ：問われている課題を正確に理解する

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
物理は自然現象を物理量の関係式を使って説明する科目である。正確に誤解なく現象を伝えるため

に，物理量を厳密に定義しその数値を使って表す。いろいろな物体が，いろいろな場所で，いろいろ
な時刻に，いろいろな向きに運動しているため，物理量には多くの修飾語が付く。その修飾語が読め
ないと現象を正確に表すことはできない。しかし，状況把握できない，すなわち説明文の読めない生
徒が目立ってきている。
本教材では国語教師と共に物理現象の状況説明文を読み取ることで，文章中の目をつけるポイント
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【実際の学習活動と注意点】
・状況を表す説明文から気体の状態を表す要素（圧力，体積，物質量，温度）の値を読み取り，気体
の状態方程式を作る

・異なる状態の気体はそれぞれで状態方程式を作る
・等しい値の物理量は同じ文字で表し，異なる値の場合は異なる文字で表す
・修飾語をつけることで，与えられた温度や圧力が気体のものではないにもかかわらず，無意識に気
体のものとしていることや，閉じ込められた気体になれてしまうと，物質量が変化することを忘れ
がちになることにに気づく。

「気体の圧力を探しているのに，Ｐ０は大気の圧力ではないのか」
「フラスコの体積は書かれているが，気体の体積はそれでいいのか」
「湯や大気の温度はあるが，気体の温度ではないがいいのか」
「気体は外気とつながっていて閉じ込められていないが，どの気体に着目しているのか」

【授業者として工夫・意識したこと】
・グループでの議論の場を設定すると，さらに理解が深まる可能性があるが、「協働的問題解決学習」
の負の面も考えた。アクティブラーニングによって，生徒のプレゼン力等アウトプットの力は向上
したが，インプットの力は逆に落ちてきている。キーワードだけを拾おうとして文全体の理解をし
ていない。情報を正確に理解したり整理したりする力は，まずはじっと座って講義を聴いたり，じ
っくり文章を読み見込んだりする中で養われる。理解し整理するために必要な間（空白の時間）を
適切に取り，聞く力と読む力を大切にした授業を意識した。

・与えられているＰ０は大気の圧力であって閉じ込められた気体の圧力ではない。気体を閉じ込めて
いるピストンの質量が無視できる場合，摩擦がないなら着目気体の圧力は大気圧に等しくなるが，
着目気体の圧力を直接Ｐ０と読み取るのでなく，ピストンにはたらく力のつりあいの式を一旦は意
識させる。

・状態方程式と熱力学第一法則だけに目が行きがちであるが，着目気体を閉じ込めている蓋(ピスト
ン等)の運動方程式(力のつりあい)も重要であることを意識させる。

・「国語の先生が物理の問題を解いている」というシチュエーションの珍しさだけの授業にならない
ように，予備知識なく文章だけを正確に読み取った場合と自分の読み取りを比較させる。

【教材としての利点と課題】
定積変化の体積や，等温変化の温度など明らかに同じ値の量であっても同じ文字で置けない生徒も

いる。物理以前に問題文が読み取れていないところにつまづきがあることに気づくきっかけとしたい。
今回はどの気体のどの状態の量なのか，修飾語をつけて読み取ることを目標としたが，文章の読み

方も教科によって違いがあることがわかった。
現代文の評論では，書かれていることを正確に読むことを目指しており，自分はどう思うかを考え

たり行間を読んだりしてはいけない。「枝から葉っぱが落ちた」はそれ以上何もない。物理は，書か
れていることを，欲しい情報に変換しながら読む。直接書かれていないことも与えられた情報から探
しだす。「枝から葉っぱが落ちた」は「葉っぱが鉛直方向下向きに枝から地面までの距離だけ変位し
た」と読む。変位という量の値が欲しいから無理矢理読み取りに行く。評論も筆者の主張が知りたく
て，情報を探しに行くが欲しい情報の質は違っている。ただ，書かれていることを正確に読むことは
共通しており，誤解のないように情報を整理していく過程は同じかもしれない。
小説は評論と違い，登場人物の心情が欲しくて，そのままは書かれてはないが，心情を匂わせてい

る文を探しながら読む。「枝から葉っぱが落ちた」から「悲しみ」を読み取る。欲しいものを無理矢
理探す点では物理に共通するところがある。しかし，葉っぱが落ちることが，喜びになったり怒りに
なったり場面によって変わるのと違い，同じ現象から得られる情報が変わることは物理にはない。
物理以外でも正確に読む力の育成に悩んでいる科目の教師は多い。教科ごとの文章の読み方の差や

共通点を知ることが，その解決の手がかりになることもあると思う。今後は，問題文を読む力のない
生徒に悩む各教科の教員に，国語の教員が協力する科目横断型授業の開発を進めることが課題である。

【使用プリント等】
問題文
口の細い容積 1.0 × 10-3 ｍ 3 のフラスコがある。これを 1.0 × 105 Pa，27 ℃の大気中にしばらく置

いた。続いて，このフラスコを 100 ℃の大量の湯につけてしばらく放置した。その後，ゴム栓でふた
をして湯から出し，再び 27 ℃の大気中にしばらく放置した。このとき，フラスコ内の気体の圧力は
いくらになったか。気体は理想気体として扱えるとする。

正答例 状態１：Ｐ０･Ｖ＝ｎ･Ｒ･Ｔ 誤答例 状態１：Ｐ０･Ｖ＝ｎ･Ｒ･Ｔ

状態２：Ｐ０･Ｖ＝ｎ１･Ｒ･Ｔ１ 状態２：Ｐ１･Ｖ＝ｎ･Ｒ･Ｔ１

状態３：Ｐ２･Ｖ＝ｎ１･Ｒ･Ｔ 状態３：Ｐ２･Ｖ＝ｎ･Ｒ･Ｔ
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【国語総合・１学年】
単 元（教 材）名

人物，情景，心情などを表現に即して読み味わう（和歌・漢詩）

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

E 課題解決力 ⅰ：目標を理解し提示された方法を利用して課題の解決を目指す。

F 構成・表現力 ⅰ：受け手の立場に立ち，電子黒板を用いて自分たちで考えた漢詩の構
造図を発表する。

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・教科書・チャートに掲載されている幅広い漢詩群から一つ選び，まずは個人で内容を調べ，構造

図を作成した。それをグループ内で発表することで，漢詩への理解を深めるとともに，発表への
意識付けをした。

・現代文の詩歌と古典の詩歌を融合単元として扱うことで，韻文の特徴を捉えやすくした。

【全体の指導計画（全８時間）】
①漢詩や和歌の理解 ②③リズムを味わいながら漢詩や和歌を読み，資料を参考にして人物・情

景・心情などを読みとる。④漢詩や和歌の内容を構造図にしたものを班で発表する，説明・授業の

発表例を聴く，⑤⑥⑦班で選んだ漢詩や和歌について調べ，構造図をつくる。⑧漢詩や和歌の世

界観を参考にし，自らの作品を創作する。 詩の鑑賞・創作を通して感じたことや，韻文学の特

徴について気づいたことをまとめる。(本時７／８)

【第７時の授業展開】

時間 内 容

５分 本時の目標，活動の確認

４０分 構造図について，グループで発表する

発表について，他の班から質疑をおこなう
発表した班は，協力して答える

各班の発表ごとにワークシートに評価や感想を書く

５分 本時の活動を振り返る，次時への意識付けをさせる

【実際の学習活動と注意点】
・漢詩の構造図については，視点の移動や色彩，対比などに注目し，詩の特徴をとらえる。
・内容や句型，参考文献を書いた付属の資料もつくり，構造図とともに発表をする。
<注意点>
・グループ内での他者の発表をよく聴き，互いにアドバイスや質問ができているか確認した。
・班で一つに絞り発表準備をする際，役割分担ができているか，建設的な意見交換ができているか

を確認した。

【授業者として工夫・意識したこと】
・間違いがないことが大切なのではなく，聞き手が間違いを見つけたり，疑問を出したりすること
で補うことが大切なのだということを強調し，質疑応答に主眼を置いた。

・他の班の発表をよく聴き，評価できているか。
・教師がモデル発表をすることで，構造図や発表についてイメージできるようにした。
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【教材としての利点と課題】
・グループで調べて発表することの先に創作を設定したが，読解と創作をつなげる観点を見失って

しまったことが反省点である。
・多様な作品を学ぶことで，各詩人の世界観を考えられる。
・作詩背景についても調べ発表することで，詩の深い理解につながる。

【使用プリント等】
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【世界史 A・３学年】
単 元（教 材）名

大衆社会の形成 メディアが示す国民 ～メディアは国民にどれほどの影響を与えたか～

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

D 情報分析力 ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ，クリティカルに考え，内容等の
正しさを判断する

E 課題解決力 ⅱ：設定された課題の解決方法について，様々な知識や教養を組み合
わせて考える

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・当時の日本や世界の様子につながるようなポスターを選定した。外国のポスターに関しては敵国

への敵対心をかきたてるようなポスターも含めた。
・全体共有時にはホワイトボードを活用し，各グループの発表が比較できるようにした。
・メディアの功罪が意識できる典型例として，大正末期にあたるがラジオの事例を取り上げた。

【全体の指導計画（全７時間）】
第１時 新中間層の登場
第２時 メディアが示す国民 （本時）
第３時 望まれる国民性①
第４時 望まれる国民性②
第５時 国民の姿と普選運動①
第６時 国民の姿と普選運動②
第７時 大衆化と私たち

【第２時の授業展開】

時間 内 容

導入 前時の学習の振り返り，本時の目標，活動の確認
３分

展開① 大正期に日本で見られたポスターから作成した目的や伝えたいこと，当時の国民の生活の
17 分 様子を個人で考え，さらにグループで検討し，クラス全体で共有する。

→嗜好品などが販売されたことから新中間層の生活の様子を読み取る。

展開② 同じ頃に欧米諸国で見られたポスターから作成した目的や伝えたいこと，当時の国民の生
15 分 活の様子を個人で考え，さらにグループで検討し，クラス全体で共有する。

→戦意高揚や敵国への敵対心をかきたてることを目的としたことを読み取る。

展開③ 大衆文化に関する年表や雑誌の表紙等を紹介し，ポスター以外に様々なメディアが登場し
10 分 たことを知る。その上で，後藤新平が訴えたラジオの効果やヒトラーが情報操作の手段と

してラジオを重視したいたことを知る。

まとめ ワークシートに本時で学んだことに対する意見・感想や，今後メディアとどうつきあって
５分 いきたいかを記入する。

【実際の学習活動と注意点】
・展開①②では，できるだけ多くの意見がでるように促した。また，これまでの学習内容をふまえ

て検討するよう促した。
・まとめでは展開③の内容を意識して書くように促した。
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D 情報分析力 ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ，クリティカルに考え，内容等の
正しさを判断する

E 課題解決力 ⅱ：設定された課題の解決方法について，様々な知識や教養を組み合
わせて考える

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・当時の日本や世界の様子につながるようなポスターを選定した。外国のポスターに関しては敵国

への敵対心をかきたてるようなポスターも含めた。
・全体共有時にはホワイトボードを活用し，各グループの発表が比較できるようにした。
・メディアの功罪が意識できる典型例として，大正末期にあたるがラジオの事例を取り上げた。

【全体の指導計画（全７時間）】
第１時 新中間層の登場
第２時 メディアが示す国民 （本時）
第３時 望まれる国民性①
第４時 望まれる国民性②
第５時 国民の姿と普選運動①
第６時 国民の姿と普選運動②
第７時 大衆化と私たち

【第２時の授業展開】

時間 内 容

導入 前時の学習の振り返り，本時の目標，活動の確認
３分

展開① 大正期に日本で見られたポスターから作成した目的や伝えたいこと，当時の国民の生活の
17 分 様子を個人で考え，さらにグループで検討し，クラス全体で共有する。

→嗜好品などが販売されたことから新中間層の生活の様子を読み取る。

展開② 同じ頃に欧米諸国で見られたポスターから作成した目的や伝えたいこと，当時の国民の生
15 分 活の様子を個人で考え，さらにグループで検討し，クラス全体で共有する。

→戦意高揚や敵国への敵対心をかきたてることを目的としたことを読み取る。

展開③ 大衆文化に関する年表や雑誌の表紙等を紹介し，ポスター以外に様々なメディアが登場し
10 分 たことを知る。その上で，後藤新平が訴えたラジオの効果やヒトラーが情報操作の手段と

してラジオを重視したいたことを知る。

まとめ ワークシートに本時で学んだことに対する意見・感想や，今後メディアとどうつきあって
５分 いきたいかを記入する。

【実際の学習活動と注意点】
・展開①②では，できるだけ多くの意見がでるように促した。また，これまでの学習内容をふまえ

て検討するよう促した。
・まとめでは展開③の内容を意識して書くように促した。

【授業者として工夫・意識したこと】
・本時だけでなく本単元の各時間でグループ内での役割分担（リーダー・司会・記録・発表・計時）

を順に回していくことで，１時間の中での自分の役割を果たし，主体的に取り組める環境をつく
る。

・グループ活動時に机間巡視を行い，史資料の読解に苦労しているグループや意見交換が停滞して
いるグループへの支援を適度に行う。

・本時の問いである「メディアが国民に与える影響」に関して，無条件に受け入れがちなメディア
からの情報について生徒たちが一度立ち止まり，批判的な視点も用いながらメディアとの関わり
方を考えられる授業を展開する。

・互いの意見を出し合い，グループまたクラスとして思考を深められる環境をつくる。

【教材としての利点と課題】
利点：ポスターなので史料に比べると理解しやすく，親しみやすい。生徒の自由な発想が促せる。
課題：生徒から外国のポスターが戦争に偏っていることが教員の意図なのかそれとも当時にそれ

しかなかったのかという疑問があがった。ポスター選定基準は検討が必要である。
ポスターの読み取りが中心で，当時の政治的経済的状況を検討する部分が弱かった。

【使用プリント等】
・1910年代～1920年代頃の日本と海外のポスターを集めた資料（授業者作成）
・ワークシート（授業者作成）
・電子黒板に投影するスライド

【評価について】
評価Ａ：メディアが人々に与える影響について考察し表現した上で，今後，自分がメディアとどう

つきあうべきかを考察できる。
評価Ｂ：メディアが人々に与える影響について考察し表現できる。
評価Ｃ：メディアが人々に与える影響についての考察が不十分である。

評価Ｃの生徒に対する手立て
ポスターが制作された年（時期）に着目させ，前時までに学習した第一次世界大戦時の世界と日
本の状況について授業プリント等を用いて復習しポスターと当時の情勢のつながりを実感させる
ことで，世の中の動きがメディアを動かしていることを理解させる。

【参考文献】
・並木誠士・和田積希編 『日本のポスター 京都工芸繊維大学美術工芸資料館デザインコレクション３』

青幻舎 2018年
・三好一編『日本のポスター 明治 大正 昭和』 紫紅社 2003年
・浜島書店編集部『よみとき総合歴史』 浜島書店 2015年

・岩間信之 『都市のフードデザート問題～ソーシャル・キャピタルの低下が招く街な
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＊
大

衆
文

化
関

連
年

表

年
代

事
項

19
12

大
正
元
年

日
本
活
動
写
真
株
式
会
社
（
日
活
）
設
立

19
13

大
正
２
年

中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
』
の
新
聞
連
載
開
始

19
14

大
正
３
年

宝
塚
少
女
歌
劇
第

1
回
公
演
。『

少
年
倶
楽
部
』
創
刊

19
15

大
正
４
年

第
1
回
全
国
中
学
校
優
勝
野
球
大
会
（
豊
中
球
場
）

19
17

大
正
６
年

浅
草
オ
ペ
ラ
（
藤
原
義
江
ら
）
設
立
。『

主
婦
の
友
』
創
刊
。

「
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄
」
流
行
。

19
18

大
正
７
年

鈴
木
三
重
吉
、
児
童
文
芸
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
創
刊

19
19

大
正
８
年

上
野
ー
新
橋
間
に
青
バ
ス
運
行

19
22

大
正
１
１
年

週
刊
誌
『
週
刊
朝
日
』 『

サ
ン
デ
ー
毎
日
』
創
刊

19
23

大
正
１
２
年

東
京
駅
前
に
丸
の
内
ビ
ル
（
丸
ビ
ル
）
完
成

19
24

大
正
１
３
年

『
大
阪
毎
日
新
聞
』『

大
阪
朝
日
新
聞
』
発
行
部
数

10
0
万
部
突
破
を
発
表
。

築
地
小
劇
場
開
場
。
甲
子
園
球
場
完
成
。

19
25

大
正
１
４
年

『
キ
ン
グ
』（

講
談
社
）
創
刊
。
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

19
26

昭
和
元
年

東
京
に
同
潤
会
青
山
ア
パ
ー
ト
完
成
。

改
造
社
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』（

円
本
）
刊
行
、
円
本
時
代
到
来

19
27

昭
和

2
年

岩
波
文
庫
刊
行
。
上
野
・
浅
草
間
に
初
の
地
下
鉄
開
通
。

19
29

昭
和

4
年

タ
ー
ミ
ナ
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デ
パ
ー
ト
阪
急
百
貨
店
（
大
阪
）
開
店
。
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年
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画
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ー
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登
場
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 大衆社会の形成
メディアが示す国民 

これもメディアの一つ

【２学期の学習のメインクエスチョン】
第一次世界大戦頃の大衆は
どのように形成されていったか

【この時間のクエスチョン】
メディアは国民にどれほどの影響
を与えたか

グループの役割分担（席で決定）

Ａ：司会 Ｂ：記録

（Ｅ：計時）

Ｄ：発表Ｃ：調整
（リーダー）

Ｑ１ 日本のポスターから読み取れる当時
の状況を話し合おう

＜読み取る視点＞
○このポスターが伝えたいことや作成した
目的

○ここから読み取れる当時の国民の生活

個人（１分）→グループ（８分）→ 発表 ビールのポスター
1920～1930年代

化粧品のポスター
1920～1929

たばこのポスター
1905年以降

○日本のポスター
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 大衆社会の形成
メディアが示す国民 

これもメディアの一つ

【２学期の学習のメインクエスチョン】
第一次世界大戦頃の大衆は
どのように形成されていったか

【この時間のクエスチョン】
メディアは国民にどれほどの影響
を与えたか

グループの役割分担（席で決定）

Ａ：司会 Ｂ：記録

（Ｅ：計時）

Ｄ：発表Ｃ：調整
（リーダー）

Ｑ１ 日本のポスターから読み取れる当時
の状況を話し合おう

＜読み取る視点＞
○このポスターが伝えたいことや作成した
目的

○ここから読み取れる当時の国民の生活

個人（１分）→グループ（８分）→ 発表 ビールのポスター
1920～1930年代

化粧品のポスター
1920～1929

たばこのポスター
1905年以降

○日本のポスター

呉服店のポスター
1921年

サーカス団のポスター
1900年以降

ホテルのポスター
1924年頃

商船会社のポスター
1912年

Ｑ２ 同時期の欧米のポスターから
読み取れることを話し合おう

＜読み取る視点＞
○このポスターが伝えたいことや作成した
目的

○ここから読み取れる当時の国民の生活

個人（１分）→グループ（８分）→発表
アメリカの
兵士募集のポスター

１９１７

フランスの

戦時国債募集の
ポスター

○欧米のポスター

アメリカの
戦時国債募集のポスター
（子どもにも呼びかけた）

フランスで製作された
ポスター
アフリカ兵士と
フランス兵士が
ともに戦っている

イギリスで製作された
ポスター
出征する兵士を見送る
様子

アメリカが作成した
「この狂った獣
（ドイツ）を破壊せよ」
と書かれたポスター

水を求めるイギリスの
負傷兵の目の前で

ドイツの看護師が水を
捨てているポスター
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ポスター以外にもメディアはあります

著作権に配慮し省略（当時の雑誌の表紙など）

事項
1912 大正元年 日本活動写真株式会社（日活）設立
1913 大正２年 中里介山『大菩薩峠』の新聞連載開始
1914 大正３年 宝塚少女歌劇第1回公演。『少年倶楽部』創刊
1915 大正４年 第1回全国中学校優勝野球大会（豊中球場）
1917 大正６年 浅草オペラ（藤原義江ら）設立。『主婦の友』創刊。

「コロッケの唄」流行。
1918 大正７年 鈴木三重吉、児童文芸雑誌『赤い鳥』創刊
1919 大正８年 上野ー新橋間に青バス運行
1922 大正１１年 週刊誌『週刊朝日』『サンデー毎日』創刊
1923 大正１２年 東京駅前に丸の内ビル（丸ビル）完成
1924 大正１３年 『大阪毎日新聞』『大阪朝日新聞』発行部数100万部突破を発表。

築地小劇場開場。甲子園球場完成。
1925 大正１４年 『キング』（講談社）創刊。ラジオ放送開始
1926 昭和元年 東京に同潤会青山アパート完成。

改造社『現代日本文学全集』（円本）刊行、円本時代到来
1927 昭和2年 岩波文庫刊行。上野・浅草間に初の地下鉄開通。
1929 昭和4年 ターミナルデパート阪急百貨店（大阪）開店。
1931 昭和6年 音声映画（トーキー）登場

年代

大衆文化関連年表

Ｑラジオ放送のメリットは何だろう 

著作権に配慮し省略（ラジオの効果についてのコラム）

Ｑこの言葉は誰の言葉だと思いますか 
（どんな立場の人 ）

「ラジオを聞くことは
国民の楽しみではなく義務である」

答え
ドイツ政府(ヒトラー率いるナチス)

著作権に配慮し省略（ヒトラーのラジオに関する発言のコラム）

【今日をふりかえって】
①メディアは国民にどのような
影響を与えていると思いますか

②今日の授業の感想
（これからメディアとどう
つきあいたいかもふくめて）
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ポスター以外にもメディアはあります

著作権に配慮し省略（当時の雑誌の表紙など）
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1915 大正４年 第1回全国中学校優勝野球大会（豊中球場）
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1923 大正１２年 東京駅前に丸の内ビル（丸ビル）完成
1924 大正１３年 『大阪毎日新聞』『大阪朝日新聞』発行部数100万部突破を発表。

築地小劇場開場。甲子園球場完成。
1925 大正１４年 『キング』（講談社）創刊。ラジオ放送開始
1926 昭和元年 東京に同潤会青山アパート完成。

改造社『現代日本文学全集』（円本）刊行、円本時代到来
1927 昭和2年 岩波文庫刊行。上野・浅草間に初の地下鉄開通。
1929 昭和4年 ターミナルデパート阪急百貨店（大阪）開店。
1931 昭和6年 音声映画（トーキー）登場

年代

大衆文化関連年表

Ｑラジオ放送のメリットは何だろう 

著作権に配慮し省略（ラジオの効果についてのコラム）

Ｑこの言葉は誰の言葉だと思いますか 
（どんな立場の人 ）

「ラジオを聞くことは
国民の楽しみではなく義務である」

答え
ドイツ政府(ヒトラー率いるナチス)

著作権に配慮し省略（ヒトラーのラジオに関する発言のコラム）

【今日をふりかえって】
①メディアは国民にどのような
影響を与えていると思いますか

②今日の授業の感想
（これからメディアとどう
つきあいたいかもふくめて）

【日本史 A・３学年】
単 元（教 材）名

大衆社会の形成 望まれる国民性① ～どのような教育で，どのような人材を求めたのか～

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

D 情報分析力 ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ，クリティカルに考え，内容等の
正しさを判断する

E 課題解決力 ⅱ：設定された課題の解決方法について，様々な知識や教養を組み合
わせて考える

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
第３時 望まれる国民性①と共通 教材としての校誌の活用について
・校誌を扱うことで生徒に親近感を持たせ，学習に対する意欲を高められるようにする
・新課程「歴史総合」の内容 C(2)「第一次世界大戦と大衆社会」に合わせて，大正期の旧制脇町
中学校の生徒の生き様がよく分かる史資料を提示する

・大正期の社会情勢と教育の関連性を知る手がかりとなる内容として，５つの観点（「校則・規範」
「カリキュラム」「進路」「生徒の作文（大戦前・大戦中）」「生徒の作文（大戦後）」)を設定する

・膨大な内容を効果的に且つ集中して読み進めるために，５つの観点を各グループが１つずつ担当
して，各グループの読解内容をもとに全体像を見る形態をとる

【全体の指導計画（全７時間）】
第１時 新中間層の登場
第２時 メディアが示す国民
第３時 望まれる国民性① （本時）
第４時 望まれる国民性②
第５時 国民の姿と普選運動①
第６時 国民の姿と普選運動②
第７時 大衆化と私たち

【第三時の授業展開】

時間 内 容

５分 本時の主題とねらいを確認する。

展開① 大正期の旧制脇町中学校校誌『芳越』を「校則・規範」「授業時間配当」「進路」「生徒の
１０分 作文（大戦前・中）」「生徒の作文（大戦後）」の５つ視点グループに分かれ，与えられた

史料を読み取る。

展開② 個人単位での読み取りをグループ内で共有し，まとめる。
１０分

展開③ 各視点から読み取ったことをもとに当時の教育や求める人材について考えをまとめる。
１２分

展開④ 他グループの発表を聞き，各視点でのまとめをメモする。
１０分

３分 評価・感想をワークシートに書き込む。
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【実際の学習活動と注意点】
・展開①では，発表についてのルールを確認し，時間を守らせる。机間巡視をして，難読な文字・

表現に対しての支援や読み取りについての助言を行う。
・展開②，③では，史資料の読み取りについて史資料の内容と当時の社会情勢から考えさせる。
・展開④では，他グループの視点からの読み取り発表を聞いて，それぞれの視点から当時の教育や

求める人材について考察する。

【授業者として工夫・意識したこと】
・生徒が親近感と興味をもって取り組めるよう，明治，大正期の校誌を読み取らせた。
・史資料の選定において，分量や読みやすさ，時代を感じさせるキーワードなどが書かれているも

のを選んだ。
・５つの視点ごとに読み取りの難易度が同じになるように気をつけた。

【教材としての利点と課題】
第３時 望まれる国民性① 教材としての校誌の活用について

利点：直接の先輩の生き様を知ることができる点で生徒の関心度が高く，当時の読みにくい史資
料であっても意欲を持って読み取ろうとする姿が見られた。

課題：膨大な史資料のどの部分を抜粋するかで生徒の読解活動に授業者の意図が入る恐れがあ
る。

【使用プリント】
・校誌 『芳越』
（明治43年，大正2年，大正4年，大正11年 各号から一部抜粋したものを冊子にして使用）

・ワークシート

【評価について】
評価Ａ：史料『芳越』の内容を適切に読み取り，まとめられており，旧制脇町中学校・学生と当

時の社会とのつながりや影響について考察できている。
評価Ｂ：史料『芳越』の内容を適切に読み取り，まとめられている。
評価Ｃ：史料『芳越』の内容の読み取りが不十分である。

評価Ｃの生徒に対する手立て
個人の読み取り作業では，史料中の着目すべき箇所を示して何が書かれているかを口頭もしくは
表記で簡単に表現させる。班活動においては，各生徒の読み取りをもとに班員が協力し合って思
考を深めるように促す。

【参考文献】
・校誌 『芳越』（明治43年，大正2年，大正4年，大正11年 各号）
・脇町高等学校編 『脇町高校100年史』 1996年
・千葉県高等学校教育研究会歴史部会編 『新版 新しい世界史の授業』 山川出版社 2019年
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・展開④では，他グループの視点からの読み取り発表を聞いて，それぞれの視点から当時の教育や

求める人材について考察する。

【授業者として工夫・意識したこと】
・生徒が親近感と興味をもって取り組めるよう，明治，大正期の校誌を読み取らせた。
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利点：直接の先輩の生き様を知ることができる点で生徒の関心度が高く，当時の読みにくい史資
料であっても意欲を持って読み取ろうとする姿が見られた。

課題：膨大な史資料のどの部分を抜粋するかで生徒の読解活動に授業者の意図が入る恐れがあ
る。

【使用プリント】
・校誌 『芳越』
（明治43年，大正2年，大正4年，大正11年 各号から一部抜粋したものを冊子にして使用）

・ワークシート

【評価について】
評価Ａ：史料『芳越』の内容を適切に読み取り，まとめられており，旧制脇町中学校・学生と当

時の社会とのつながりや影響について考察できている。
評価Ｂ：史料『芳越』の内容を適切に読み取り，まとめられている。
評価Ｃ：史料『芳越』の内容の読み取りが不十分である。

評価Ｃの生徒に対する手立て
個人の読み取り作業では，史料中の着目すべき箇所を示して何が書かれているかを口頭もしくは
表記で簡単に表現させる。班活動においては，各生徒の読み取りをもとに班員が協力し合って思
考を深めるように促す。

【参考文献】
・校誌 『芳越』（明治43年，大正2年，大正4年，大正11年 各号）
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日本史・世界史合同授業（歴史総合）ワークシート⑥ No.１ ＨＲＮＯ（      ）名前（            ） 

 WORK１. それぞれの視点で「本時の問い」について校誌『芳越』から読み取ろう。 

 ○読み取りのヒント（こんな点からもアプローチしてみよう） 

   ・違和感を感じた点（現在と異なる点）  ・共感できた点（現在と似ていると感じた点）   ・当時の社会情勢を感じた点 

グループの視点 ： 

個 

人 

で 

読 

み 

取 

っ 

た 

こ 

と 

グ 

ル 

ー 

プ 

で 

の 

ま 

と 

め 

本時の問い： 当時の日本はどのような教育で，どのような人材を求めたか。

日本史・世界史合同授業（歴史総合）ワークシート⑥ No.2 ＨＲＮＯ（      ）名前（            ） 

 WORK２. 他グループの発表を聞いて要点をメモしよう。

他グループのまとめ 視点：（           ） 他グループのまとめ 視点：（           ） 

他グループのまとめ 視点：（           ） 他グループのまとめ 視点：（           ） 

 本時の評価・感想   （１：よくできた ⇔ ５：できなかった）  

 ・『芳越』の読み取りにまじめに取り組めた。 （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ）    

 ・読み取った内容を，現在との類似点や相違点などから比較することができた。 （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） 

 ・グループメンバーと協力して，他グループの読み取り内容を共有することができた。 （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） 

感想 
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日本史・世界史合同授業（歴史総合）ワークシート⑥ No.2 ＨＲＮＯ（      ）名前（            ） 

 WORK２. 他グループの発表を聞いて要点をメモしよう。

他グループのまとめ 視点：（           ） 他グループのまとめ 視点：（           ） 

他グループのまとめ 視点：（           ） 他グループのまとめ 視点：（           ） 

 本時の評価・感想   （１：よくできた ⇔ ５：できなかった）  

 ・『芳越』の読み取りにまじめに取り組めた。 （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ）    

 ・読み取った内容を，現在との類似点や相違点などから比較することができた。 （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） 

 ・グループメンバーと協力して，他グループの読み取り内容を共有することができた。 （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） 

感想 

【世界史 A・３学年】
単 元（教 材）名

大衆社会の形成 望まれる国民性② ～どのような教育で，どのような人材を求めたのか～

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

D 情報分析力 ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ，クリティカルに考え，内容等の
正しさを判断する

E 課題解決力 ⅱ：設定された課題の解決方法について，様々な知識や教養を組み合
わせて考える

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
校誌の活用の工夫については[歴史総合 研究授業②]と同様

第４時 望まれる国民性②の教材（授業で用いる付箋，ホワイトボード，ワークシート）について
・活発な意見交換のための補助として付箋を使用し，意見の分類や思考の過程を視覚で確認させる
・授業の各展開でグループが出した意見等をホワイトボードに記入して貼り出すことで各展開での

学習内容を視覚に残し，展開ごとの思考内容や展開間のつながりを常に確認できる状態をつくる
・個人用ワークシートについては，本時の学習について自らの考えだけでなく他者の考えを書き留

めることで思考の発展を紙面に残し，後日に見返した際に本時の学習内容を振り返りやすい構成
にする

【全体の指導計画（全７時間）】
第１時 新中間層の登場
第２時 メディアが示す国民 [歴史総合 研究授業①]
第３時 望まれる国民性① [歴史総合 研究授業②]
第４時 望まれる国民性② [歴史総合 研究授業③]（本時）
第５時 国民の姿と普選運動①
第６時 国民の姿と普選運動②
第７時 大衆化と私たち

【第４時の授業展開】

時間 内 容

５分 前時の学習の振り返り，本時の目標，活動の確認

展開① 大正期の旧制脇町中学校が教育を通じてどのような人材を目指していたかを校誌『芳越』
１０分 をもとに考える

→「望まれた人材像」について５つの観点から個人で読み取り，グループで共有する

展開② 教育のもつ作用の「有益な点」「弊害と思われる点」について考える
１５分 →自分たちの生活において大正期と同様の弊害（現代の教育課題）がないかを探る

展開③ 自分たちが指摘した「弊害」を乗り越えていくために，自分たちがどう向き合うかにつ
１５分 いて，解決策をグループで考え，他のグループとも共有する

３分 感想をワークシートに書き込む

【実際の学習活動と注意点】
・展開①では，史資料の解釈について史資料の内容そのものと当時の社会情勢から思考させる
・展開②では，現代の自分たちが当たり前のこととして，もしくは無意識に抱いている教育課題
（例えば「～らしさ」のような固定概念，多数派と少数派等）について，改めて気づかせ考えさせる
・展開③では，自分が関わっている問題として実現可能なところから考察させ，実行を促す
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【授業者として工夫・意識したこと】
・本時だけでなく本単元の各時間でグループ内での役割分担（リーダー・司会・記録・発表）を順

に回していくことで，１時間の中での自分の役割を果たし，主体的に取り組める環境をつくる
・グループ活動時に机間巡視を行い，史資料の読解に苦労しているグループや意見交換が停滞して

いるグループへの支援を適度に行う
・本時の問いである「教育の作用が与える影響」に関して，無条件に受け入れがちな「教育」につ

いて生徒たちが一度立ち止まり，批判的な視点も用いながら「現代の教育課題」に目を向けられ
る授業を展開する

・互いの意見を出し合い，グループまたクラスとして思考を深められる環境をつくる

【教材としての利点と課題】
校誌の活用の利点と課題については[歴史総合 研究授業②]と同様

第４時 望まれる国民性②の教材（授業で用いる付箋，ホワイトボード，ワークシート）について
利点：本時での思考の過程や活動の成果が視覚で示せるため，確認がしやすい

付箋を用いた個人活動から学習を始めることで，集団での活動が苦手な生徒も抵抗感が
少なく，後の活動もしやすくなる

課題：こうした補助教材を用いることで時間は節約できるが，その分活動を盛り込みすぎて各展
開での考察が十分でないまま授業を進めてしまう恐れがある
→事後の対応として，付箋やホワイトボードで出てきた意見については次回の授業でプ

リントにして配布し，活字として手元に残るようにした

【使用プリント等】
・校誌 『芳越』
（明治43年，大正2年，大正4年，大正11年 各号から一部抜粋したものを冊子にして使用）

・ワークシート（授業者作成）

【評価について】
評価Ａ：当時の自国また世界の社会情勢が教育内容に影響を与え，当時の人に作用していること

を理解したうえで現代の自分たちが抱える教育課題についても目を向け，改善に向けて
考察し表現している

評価Ｂ：当時の自国また世界の社会情勢がいかに教育に影響を与え，当時の人に作用しているか
を考察し表現できる

評価Ｃ：教育が人に与える作用についての考察が不十分である

評価Ｃの生徒に対する手立て
教育の作用についてのイメージが持てない場合は，大正期の校誌の読み取り（前時のワークシー
ト）に立ち戻り，当時の教育と学生の思考や行動の結びつきを確認させる

【参考文献】
本時の授業では研究授業②と同様の参考文献を使用している

以下は本単元で参考にした参考文献・資料である
・中尾敏朗・土屋武志・下山忍編著
『評価規準＆記述例でよくわかる歴史学習「観点別評価」ワーク』
・及川俊浩・杉山比呂之編者 『アクティブ・ラーニング 実践集 世界史』山川出版社 2019年
・及川俊浩・杉山比呂之編者 『アクティブ・ラーニング 実践集 日本史』山川出版社 2019年
・田中龍彦著者 『討論する歴史の授業④―シナリオ・プリント・方法』 地歴社 2014年
・小松克己・大野一夫・鬼頭明成・石井建夫著者 『資料で学ぶ日本史120時間』 地歴社 2012年
・平井美津子・本庄豊・岩本賢治著書
『コピーしてすぐ使える まるごと社会科 中学・歴史（下）』 喜楽研 2011年
・DVD資料『動く写真集 ムービー世界史４』NHKエンタープライズ 山川出版社 2007年
・DVD資料『動く写真集 ムービー日本史３』NHKエンタープライズ 山川出版社 2006年

− 28 −



【授業者として工夫・意識したこと】
・本時だけでなく本単元の各時間でグループ内での役割分担（リーダー・司会・記録・発表）を順

に回していくことで，１時間の中での自分の役割を果たし，主体的に取り組める環境をつくる
・グループ活動時に机間巡視を行い，史資料の読解に苦労しているグループや意見交換が停滞して

いるグループへの支援を適度に行う
・本時の問いである「教育の作用が与える影響」に関して，無条件に受け入れがちな「教育」につ

いて生徒たちが一度立ち止まり，批判的な視点も用いながら「現代の教育課題」に目を向けられ
る授業を展開する

・互いの意見を出し合い，グループまたクラスとして思考を深められる環境をつくる

【教材としての利点と課題】
校誌の活用の利点と課題については[歴史総合 研究授業②]と同様

第４時 望まれる国民性②の教材（授業で用いる付箋，ホワイトボード，ワークシート）について
利点：本時での思考の過程や活動の成果が視覚で示せるため，確認がしやすい

付箋を用いた個人活動から学習を始めることで，集団での活動が苦手な生徒も抵抗感が
少なく，後の活動もしやすくなる

課題：こうした補助教材を用いることで時間は節約できるが，その分活動を盛り込みすぎて各展
開での考察が十分でないまま授業を進めてしまう恐れがある
→事後の対応として，付箋やホワイトボードで出てきた意見については次回の授業でプ

リントにして配布し，活字として手元に残るようにした

【使用プリント等】
・校誌 『芳越』
（明治43年，大正2年，大正4年，大正11年 各号から一部抜粋したものを冊子にして使用）

・ワークシート（授業者作成）

【評価について】
評価Ａ：当時の自国また世界の社会情勢が教育内容に影響を与え，当時の人に作用していること

を理解したうえで現代の自分たちが抱える教育課題についても目を向け，改善に向けて
考察し表現している

評価Ｂ：当時の自国また世界の社会情勢がいかに教育に影響を与え，当時の人に作用しているか
を考察し表現できる

評価Ｃ：教育が人に与える作用についての考察が不十分である

評価Ｃの生徒に対する手立て
教育の作用についてのイメージが持てない場合は，大正期の校誌の読み取り（前時のワークシー
ト）に立ち戻り，当時の教育と学生の思考や行動の結びつきを確認させる

【参考文献】
本時の授業では研究授業②と同様の参考文献を使用している

以下は本単元で参考にした参考文献・資料である
・中尾敏朗・土屋武志・下山忍編著
『評価規準＆記述例でよくわかる歴史学習「観点別評価」ワーク』
・及川俊浩・杉山比呂之編者 『アクティブ・ラーニング 実践集 世界史』山川出版社 2019年
・及川俊浩・杉山比呂之編者 『アクティブ・ラーニング 実践集 日本史』山川出版社 2019年
・田中龍彦著者 『討論する歴史の授業④―シナリオ・プリント・方法』 地歴社 2014年
・小松克己・大野一夫・鬼頭明成・石井建夫著者 『資料で学ぶ日本史120時間』 地歴社 2012年
・平井美津子・本庄豊・岩本賢治著書
『コピーしてすぐ使える まるごと社会科 中学・歴史（下）』 喜楽研 2011年
・DVD資料『動く写真集 ムービー世界史４』NHKエンタープライズ 山川出版社 2007年
・DVD資料『動く写真集 ムービー日本史３』NHKエンタープライズ 山川出版社 2006年

世界史A・日本史A合同授業(歴史総合)
研究授業③

第一次世界大戦と大衆社会の形成

本日の学習テーマ
教育が人に与える作用はどのようなものか

グループの役割分担（色は付箋の色）

 ：司会 緑：記録

橙：発表桃：調整
(リーダー)

前

本時の学習の流れ
１）前回の復習をしよう
２）教育が人に与える作用を考えよう

１）前回の復習をしよう

①なぜそのような校則・カリキュラムにしたのか
②当時の脇中生は世界・日本をどう捉えていたか
③当時の脇中生は何を思いどんな進路を選んだか

大正期の『芳越』に載せられていた「校則」「カリ
キュラム」「進路」「生徒の作文」から

当時の脇中ではどのような教育を行い，
どのような人材を求めたか

前回までの史料やプリントを用いて

当時の脇中ではどのような教育を行い，
どのような人材を求めたか
についてグループの見解を提示しよう
ホワイトボードの上段に記入しよう

①なぜそのような校則・カリキュラムにしたのか
②当時の脇中生は世界・日本をどう捉えていたか
③当時の脇中生は何を思いどんな進路を選んだか

グループの見解を記入する

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №１ （ ）班

当時の脇中ではどんな教育を行い，どんな人材を求めたか

付箋
① ② ③

付箋 付箋

付箋
整理の仕方（例）
・よく似た内容を で囲む
・分類して，小見出しをつける
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ホワイトボード記入例

（ ）班どのような教育・人材

グループの見解を記入する

２）教育が人に与える作用について
【１】教育のもつ作用（教育がもつ力）
とは一体何だろう？

グループで考え，グループの見解を
ホワイトボードの下段に書いてまとめよう

２）教育が人に与える作用について
【２】「有益と思われる点」

「弊害と思われる点」を挙げよう

まず個人で付箋に記入し，グループのワーク
シートに貼っていこう
グループで話し合えたら，ホワイトボードに
転記しよう

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №２ （ ）班

有益 弊害

付箋

付箋

付箋

付箋
分類して，小見出しをつけよう

２）教育が人に与える作用について
【２】「有益と思われる点」

「弊害と思われる点」を挙げよう
ホワイトボードに書く際，

「有益」⇒ 字
「弊害」⇒赤字
で表記しよう

２）教育が人に与える作用について
【３】皆さんが指摘した「弊害」の中から

“私たちにとって，これは解決すべき課題だ”
と思うものを１つ選び，

“私は・私たちはどう向き合っていけばよいか”
について，グループで意見を出し合おう
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ホワイトボード記入例

（ ）班どのような教育・人材

グループの見解を記入する

２）教育が人に与える作用について
【１】教育のもつ作用（教育がもつ力）
とは一体何だろう？

グループで考え，グループの見解を
ホワイトボードの下段に書いてまとめよう

２）教育が人に与える作用について
【２】「有益と思われる点」

「弊害と思われる点」を挙げよう

まず個人で付箋に記入し，グループのワーク
シートに貼っていこう
グループで話し合えたら，ホワイトボードに
転記しよう

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №２ （ ）班

有益 弊害

付箋

付箋

付箋

付箋
分類して，小見出しをつけよう

２）教育が人に与える作用について
【２】「有益と思われる点」

「弊害と思われる点」を挙げよう
ホワイトボードに書く際，

「有益」⇒ 字
「弊害」⇒赤字
で表記しよう

２）教育が人に与える作用について
【３】皆さんが指摘した「弊害」の中から

“私たちにとって，これは解決すべき課題だ”
と思うものを１つ選び，

“私は・私たちはどう向き合っていけばよいか”
について，グループで意見を出し合おう

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №１ （ ）班

当時の脇中ではどんな教育を行い，どんな人材を求めたか

グループで１つ選ぶ
解決に向けての提案（複数の視点で提案しよう）

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №３ （ ）班

分類して，小見出しをつけよう

あなたのグループが選んだ解決したいと思う教育の課題

付箋付箋 付箋

次の順序で他班の提案を見に行こう

１

７

６

５

４

３

２

本時の学習について

自分の取り組みの評価・感想を書こう
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世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №２ （ ）班

有益 弊害

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №３ （ ）班

あなたのグループが選んだ解決したいと思う教育の課題

解決に向けての提案（複数の視点で提案しよう）※分類して小見出しをつけよう
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世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №２ （ ）班

有益 弊害

世界史A・日本史A合同授業（歴史総合）⑦ グループワークシート №３ （ ）班

あなたのグループが選んだ解決したいと思う教育の課題

解決に向けての提案（複数の視点で提案しよう）※分類して小見出しをつけよう
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【数学Ⅰ・１年生】
単 元（教 材）名

２次方程式と２次不等式（解の存在範囲）

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】

項 目 内 容

A 他者と協働する力 ⅱ：自分の意見と他者のそれとを比較・関係づけ，意見をより進化・発
展させる

E 課題解決力 ⅱ：設定された課題の解決方法について，様々な知識や技術を組み合わ
せて考える

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・解の存在範囲の問題を解く際の複数の条件の一部が抜け落ちていたらどうなるかをグラフを用い

て考えさせ，班員と議論させることで，必要な条件が何であるかを見抜くことができるように意
識した。

【全体の指導計画（全１３時間）】
①２次方程式 ②２次方程式の係数と実数解 ③④２次関数のグラフとｘ軸の位置関係
⑤⑥⑦２次不等式 ⑧２次不等式の応用 ⑨連立不等式 ⑩解の存在範囲Ⅰ（本時）
⑪解の存在範囲Ⅱ ⑫⑬演習

【第１０時の授業展開】

時間 内 容

２分 本時の活動内容の確認

１０分 例題の説明を聞く

７分 条件の一部が不足していた場合，題意を満たさなくなることをグラフを用いて考える。
（個人２分，グループ５分）

７分 ケースア，イ，ウについてグループで発表する

７分 類題１を考える（個人２分，グループ５分）

７分 類題１を発表する。

７分 類題２を考える（個人２分，グループ５分）

３分 自己評価を書く

※次時（第１１時）は本時の続きで，類題２の発表，類題３，類題４を考える

【実際の学習活動と注意点】
・まず個人で考えたあとで，グループで話し合いを行う。
・グラフを用いる有用性がピンとこない班員に理解してもらうための説明の仕方を模索し，教える

ことで自分自身の理解を深化させる。
・代表のグループの発表を聴き，理解をより確実なものにする。

【授業者として工夫・意識したこと】
・話し合いが進まないグループへの助言をどのタイミングでどこまで与えるのか。
・誤った条件のまま話し合いが進行しているグループには，ヒントを少しずつ与えて正しい条件に

気づかせるよう意識した。
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【数学Ⅰ・１年生】
単 元（教 材）名

２次方程式と２次不等式（解の存在範囲）

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】

項 目 内 容

A 他者と協働する力 ⅱ：自分の意見と他者のそれとを比較・関係づけ，意見をより進化・発
展させる

E 課題解決力 ⅱ：設定された課題の解決方法について，様々な知識や技術を組み合わ
せて考える

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・解の存在範囲の問題を解く際の複数の条件の一部が抜け落ちていたらどうなるかをグラフを用い

て考えさせ，班員と議論させることで，必要な条件が何であるかを見抜くことができるように意
識した。

【全体の指導計画（全１３時間）】
①２次方程式 ②２次方程式の係数と実数解 ③④２次関数のグラフとｘ軸の位置関係
⑤⑥⑦２次不等式 ⑧２次不等式の応用 ⑨連立不等式 ⑩解の存在範囲Ⅰ（本時）
⑪解の存在範囲Ⅱ ⑫⑬演習

【第１０時の授業展開】

時間 内 容

２分 本時の活動内容の確認

１０分 例題の説明を聞く

７分 条件の一部が不足していた場合，題意を満たさなくなることをグラフを用いて考える。
（個人２分，グループ５分）

７分 ケースア，イ，ウについてグループで発表する

７分 類題１を考える（個人２分，グループ５分）

７分 類題１を発表する。

７分 類題２を考える（個人２分，グループ５分）

３分 自己評価を書く

※次時（第１１時）は本時の続きで，類題２の発表，類題３，類題４を考える

【実際の学習活動と注意点】
・まず個人で考えたあとで，グループで話し合いを行う。
・グラフを用いる有用性がピンとこない班員に理解してもらうための説明の仕方を模索し，教える

ことで自分自身の理解を深化させる。
・代表のグループの発表を聴き，理解をより確実なものにする。

【授業者として工夫・意識したこと】
・話し合いが進まないグループへの助言をどのタイミングでどこまで与えるのか。
・誤った条件のまま話し合いが進行しているグループには，ヒントを少しずつ与えて正しい条件に

気づかせるよう意識した。

【教材としての利点と課題】
・解の存在範囲の問題は，理解することが難しく，本質を理解せずに，形式的に解法を丸暗記して

解く生徒が少なくないため，逆に条件が不足した場合にどのようになるかをグループで考えさせ
ることで，理解につなげられるのではないか。

・例題の説明自体を行わず，題意を満たすためにはどうすればよいかを最初から考えさせる方法も
考えられるが，塾などで先行学習している者とそうでない者との間に大きな差が生じてしまうの
ではないか。

・グラフを用いて必要な条件が何であるかは理解できても，その後の連立不等式の計算に四苦八苦
してしまうことで，苦手意識が払拭しきれない点。

【使用プリント等】

※実際のワークシートは各時間１枚ずつで，問題を解く欄にもっとスペースを空けている
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【化学・２学年】
単 元（教 材）名

希薄溶液の性質

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

B 課題理解力 ⅰ：身近な現象と結びつけ課題を理解する

F 構成・表現力 ⅰ：科学的な根拠を踏まえ意見を分かりやすく伝えることができる

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・身近な清涼飲料水について考えることで生徒の興味・関心が高まるようにした。
・ICT 機器を活用して実際に見ることができない現象をモデル化してイメージしやすくした。
・ホワイトボードを活用してグループ内外の意見の共有を簡易的に行った。

【全体の指導計画（全８時間）】
第１時 溶解とそのしくみ
第２～３時 溶解度
第４～７時 希薄溶液の性質（本時６）
第８時 コロイド溶液

【第６時の授業展開】

時間 内 容

５分 前時のふりかえり 本字の流れの説明
問題提起「凍らせた清涼飲料水の溶け方について」

５分 電子黒板を活用し凝固点降下をスライドによる説明

１５分 グループで例題を考える
５分 答えの確認

１０分 グループで問題に取組み

２分 個人で凍らせる方法について考える
５分 グループで意見の共有 ホワイトボードにまとめ発表

３分 振り返りシートで自己評価する
ワークシートを提出する

【実際の学習活動と注意点】
・各グループへのはたらきかけ（考え方のヒントの提供，理解の遅れている生徒への援助）
・授業内容については事前に生徒全員に配布し，予習を促した
・時間管理

【授業者として工夫・意識したこと】
・身近な現象と結びつけるために凍らせた実物の清涼飲料水を準備し試飲させた
・各自が現象について説明する時間を１分とし，時間管理を行った

【教材としての利点と課題】
・事前に教材を配布したり，スライドを作成することで生徒の活動する時間が増やすことができる
・だれもが経験したことがある現象であるため生徒の興味・関心が高い
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【化学・２学年】
単 元（教 材）名

希薄溶液の性質

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

B 課題理解力 ⅰ：身近な現象と結びつけ課題を理解する

F 構成・表現力 ⅰ：科学的な根拠を踏まえ意見を分かりやすく伝えることができる

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・身近な清涼飲料水について考えることで生徒の興味・関心が高まるようにした。
・ICT 機器を活用して実際に見ることができない現象をモデル化してイメージしやすくした。
・ホワイトボードを活用してグループ内外の意見の共有を簡易的に行った。

【全体の指導計画（全８時間）】
第１時 溶解とそのしくみ
第２～３時 溶解度
第４～７時 希薄溶液の性質（本時６）
第８時 コロイド溶液

【第６時の授業展開】

時間 内 容

５分 前時のふりかえり 本字の流れの説明
問題提起「凍らせた清涼飲料水の溶け方について」

５分 電子黒板を活用し凝固点降下をスライドによる説明

１５分 グループで例題を考える
５分 答えの確認

１０分 グループで問題に取組み

２分 個人で凍らせる方法について考える
５分 グループで意見の共有 ホワイトボードにまとめ発表

３分 振り返りシートで自己評価する
ワークシートを提出する

【実際の学習活動と注意点】
・各グループへのはたらきかけ（考え方のヒントの提供，理解の遅れている生徒への援助）
・授業内容については事前に生徒全員に配布し，予習を促した
・時間管理

【授業者として工夫・意識したこと】
・身近な現象と結びつけるために凍らせた実物の清涼飲料水を準備し試飲させた
・各自が現象について説明する時間を１分とし，時間管理を行った

【教材としての利点と課題】
・事前に教材を配布したり，スライドを作成することで生徒の活動する時間が増やすことができる
・だれもが経験したことがある現象であるため生徒の興味・関心が高い
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【保健・２学年】
単 元（教 材）名 

生涯を通じる健康（結婚生活と健康・中高年期と健康） 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

A 他者と協働する力 ⅰ：目的を意識してグループワークや話し合いを行い，発表するこ

とができる 

C 情報収集力 ⅱ：インターネット，新聞記事等を利用し，情報を効果的に収集す

ることができる 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

・グループを分け，項目を細分化することで各生徒が積極的に調べ学習に取り組めるよう工

夫した。 

・身近な題材を扱うことで，より生徒が主体的に取り組めるようにした。 

【全体の指導計画(全５時間)】 

第１時 グループ分け・調べ学習       第２時 調べ学習       第３時 パワーポイン

ト作成・発表原稿作成（本時）        第４時 結婚生活と健康についての発表 

第５時 中高年期と健康についての発表 

【本時の授業展開】 

【実際の学習活動と注意点】 

・グループでの調べ学習では，偏りがないように細かい項目を設定し，調べる内容を細分化 

した。 

・グループでの発表時には，役割等を決め，円滑に発表が進むようにした。 

【授業者として工夫・意識したこと】 

・身近な問題としてとらえさせるために新聞等を提示し，より日常的な話題等にも触れる 

ようにした。 

・発表者にも質問等を用意させ，相互にコミュニケーションをとらせることを意識した。 

【教材としての利点と課題】 

・生徒が主体的に研究・発表することで，より理解が深まった。 

・時間が限られており，グループによっては内容の深まりに差が生じた。 

・生徒から発生した質問や意見等から，調べ学習をしてみてもよいかなと感じた。 

時間 内  容 

５分 

４０分 

５分 

結婚生活・中高年期についてキーワードに注意し，調べたことを班ごとにまとめ

る。 

例 老化現象について（老化にともなう心身のおとろえについて） 

  高齢化社会について（高齢化社会における問題点） 等 

グループでスライドショーを作成し，発表準備を行う。 

まとめをおこない，ワークシートに記入させる。 
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【保健・２学年】
単 元（教 材）名 

生涯を通じる健康（結婚生活と健康・中高年期と健康） 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

A 他者と協働する力 ⅰ：目的を意識してグループワークや話し合いを行い，発表するこ

とができる 

C 情報収集力 ⅱ：インターネット，新聞記事等を利用し，情報を効果的に収集す

ることができる 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

・グループを分け，項目を細分化することで各生徒が積極的に調べ学習に取り組めるよう工

夫した。 

・身近な題材を扱うことで，より生徒が主体的に取り組めるようにした。 

【全体の指導計画(全５時間)】 

第１時 グループ分け・調べ学習       第２時 調べ学習       第３時 パワーポイン

ト作成・発表原稿作成（本時）        第４時 結婚生活と健康についての発表 

第５時 中高年期と健康についての発表 

【本時の授業展開】 

【実際の学習活動と注意点】 

・グループでの調べ学習では，偏りがないように細かい項目を設定し，調べる内容を細分化 

した。 

・グループでの発表時には，役割等を決め，円滑に発表が進むようにした。 

【授業者として工夫・意識したこと】 

・身近な問題としてとらえさせるために新聞等を提示し，より日常的な話題等にも触れる 

ようにした。 

・発表者にも質問等を用意させ，相互にコミュニケーションをとらせることを意識した。 

【教材としての利点と課題】 

・生徒が主体的に研究・発表することで，より理解が深まった。 

・時間が限られており，グループによっては内容の深まりに差が生じた。 

・生徒から発生した質問や意見等から，調べ学習をしてみてもよいかなと感じた。 

時間 内  容 

５分 

４０分 

５分 

結婚生活・中高年期についてキーワードに注意し，調べたことを班ごとにまとめ

る。 

例 老化現象について（老化にともなう心身のおとろえについて） 

  高齢化社会について（高齢化社会における問題点） 等 

グループでスライドショーを作成し，発表準備を行う。 

まとめをおこない，ワークシートに記入させる。 
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【体育・２，３学年】
単 元（教 材）名 

体つくり運動（集団行動） 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

A 協働力 ⅰ: 自分の意見と他者のそれとを比較・関連づけ，意見をより深化・

発展させる 

E 課題解決力 ⅰ: 設定された課題の解決方法について，与えられた知識や技術を使

って考える 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

・各グループでリーダーを決め,リーダーを中心に練習・演技を考えることで生徒が主体的

に課題に取り組めるようにした。 

・ホワイトボードや動画を活用することで発表する内容をイメージしやすくした。 

【全体の指導計画(全６時間)】 

①～②集団行動の基礎を一斉練習 

③～⑤グループ作成・リーダーを中心に演技構成を考え，練習する  

⑥演技発表し，個人で評価，最後に振り返りを行う (本時) 

【第６時の授業展開】 

【実際の学習活動と注意点】 

・演技内容に工夫が出るように，基礎練習の種類を増やしたり，外部の集団行動の動画を見

せる。 

・生徒たちが次年度や次単元にもつなげていけるよう，グループごとに意見交換をさせ，で

きるだけ生徒主導で展開する。 

【授業者として工夫・意識したこと】 

・演技練習中も生徒の動きをチェックし,問題がある場合はリーダーへ声かけして修正させ

る。 

【教材としての利点と課題】

・スポーツの得意不得意が関係ない教材なので誰もが前向きに取り組める内容だった。

・グループの人数や男女比等，生徒の実態に応じてメンバーを決定する必要があった。

・次時や次単元へのつながり等をしっかりと生徒たちに明示しなければならない。

時間 内  容 

５分 

５分 

３５分 

５分 

本時の流れを説明する 

グループで演技内容の最終チェック 

グループごとに演技発表，演技後評価シートに記入 

本時の振り返りを行う 
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【体育・２，３学年】
単 元（教 材）名 

体つくり運動（集団行動） 

【この教材で特に意識する「科学的思考力（SW-ing SLC）」】 

容内目項

A 協働力 ⅰ: 自分の意見と他者のそれとを比較・関連づけ，意見をより深化・

発展させる 

E 課題解決力 ⅰ: 設定された課題の解決方法について，与えられた知識や技術を使

って考える 

【教材開発において特に意識したこと・工夫】 

・各グループでリーダーを決め,リーダーを中心に練習・演技を考えることで生徒が主体的

に課題に取り組めるようにした。 

・ホワイトボードや動画を活用することで発表する内容をイメージしやすくした。 

【全体の指導計画(全６時間)】 

①～②集団行動の基礎を一斉練習 

③～⑤グループ作成・リーダーを中心に演技構成を考え，練習する  

⑥演技発表し，個人で評価，最後に振り返りを行う (本時) 

【第６時の授業展開】 

【実際の学習活動と注意点】 

・演技内容に工夫が出るように，基礎練習の種類を増やしたり，外部の集団行動の動画を見

せる。 

・生徒たちが次年度や次単元にもつなげていけるよう，グループごとに意見交換をさせ，で

きるだけ生徒主導で展開する。 

【授業者として工夫・意識したこと】 

・演技練習中も生徒の動きをチェックし,問題がある場合はリーダーへ声かけして修正させ

る。 

【教材としての利点と課題】

・スポーツの得意不得意が関係ない教材なので誰もが前向きに取り組める内容だった。

・グループの人数や男女比等，生徒の実態に応じてメンバーを決定する必要があった。

・次時や次単元へのつながり等をしっかりと生徒たちに明示しなければならない。

時間 内  容 

５分 

５分 

３５分 

５分 

本時の流れを説明する 

グループで演技内容の最終チェック 

グループごとに演技発表，演技後評価シートに記入 

本時の振り返りを行う 
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【美術Ⅱ・２学年】
単 元（教 材）名

模様を描く

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

A 他者と協働する力 ⅰ：目的を意識して話し合いを行う

F 構成・表現力 ⅱ：構成を意識しつつ，根拠のある表現を行う

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・よいと思ったところ等を言語化する際「何となく」という感想にならないように，言語化する際

のポイントを明記した。
・「イイネ!!シール」を貼ることで，他の生徒からの感想が形になってわかりやすいようにした。
・絵画，彫刻等どのような作品の鑑賞でも使えるようなワークシートの形式を考えた。

【全体の指導計画（全７時間）】
第１時 文様について
第２～６時 包装紙の制作
第７時 作品鑑賞会～根拠のある表現～

グループの話し合い等を行い，自他の作品のよさや美しさを言語化し鑑賞する(本時)

【第７時の授業展開】

時間 内 容

５分 本時の目標，活動の確認

１０分 グループ内で順番に作品を見せ，制作の意図や工夫点等を話し合う

５分 制作の意図や工夫点をまとめ，自分の作品のキャプションを作る

２０分 クラス全体で作品とキャプションを鑑賞する
良いと思った作品には「イイネ!!シール」に自分の感想を書いてキャプションに貼る

１０分 振り返りシートで自己評価する

【実際の学習活動と注意点】
・生徒は言語化する時のポイントを見て，根拠のある表現になるように考えて書いていた。ポイン

トを見ても悩む生徒には，個別に「形」「色」等の中からどれがよいと思ったか等の選択肢や例
をあげて感想を引き出していく。

・「イイネ!!シール」を貼ってもらえない生徒がいた場合の対応も考えておく。

【授業者として工夫・意識したこと】
・言語化や大勢の前での発表が苦手な生徒でも活動しやすいようなプリントや活動内容を考えた。
・段階評価だけでなく自由記述欄を設けることで更なる言語活動

【教材としての利点と課題】
利点：言語化の定型を作っておくことで，生徒は言語化しやすく，根拠をもって「美」を感じるこ

とができる。「イイネ!!シール」でお互いを認め，評価してもらうことで自信につながる。
課題：「イイネ!!シール」での評価の観点が曖昧。毎授業で同様の振り返りシートを作成するのは

教員の負担が大きい。（簡単な評価規準を記載した各題材毎１枚のシート形式がよい。）

− 42 −



【美術Ⅱ・２学年】
単 元（教 材）名

模様を描く

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

A 他者と協働する力 ⅰ：目的を意識して話し合いを行う

F 構成・表現力 ⅱ：構成を意識しつつ，根拠のある表現を行う

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・よいと思ったところ等を言語化する際「何となく」という感想にならないように，言語化する際

のポイントを明記した。
・「イイネ!!シール」を貼ることで，他の生徒からの感想が形になってわかりやすいようにした。
・絵画，彫刻等どのような作品の鑑賞でも使えるようなワークシートの形式を考えた。

【全体の指導計画（全７時間）】
第１時 文様について
第２～６時 包装紙の制作
第７時 作品鑑賞会～根拠のある表現～

グループの話し合い等を行い，自他の作品のよさや美しさを言語化し鑑賞する(本時)

【第７時の授業展開】

時間 内 容

５分 本時の目標，活動の確認

１０分 グループ内で順番に作品を見せ，制作の意図や工夫点等を話し合う

５分 制作の意図や工夫点をまとめ，自分の作品のキャプションを作る

２０分 クラス全体で作品とキャプションを鑑賞する
良いと思った作品には「イイネ!!シール」に自分の感想を書いてキャプションに貼る

１０分 振り返りシートで自己評価する

【実際の学習活動と注意点】
・生徒は言語化する時のポイントを見て，根拠のある表現になるように考えて書いていた。ポイン

トを見ても悩む生徒には，個別に「形」「色」等の中からどれがよいと思ったか等の選択肢や例
をあげて感想を引き出していく。

・「イイネ!!シール」を貼ってもらえない生徒がいた場合の対応も考えておく。

【授業者として工夫・意識したこと】
・言語化や大勢の前での発表が苦手な生徒でも活動しやすいようなプリントや活動内容を考えた。
・段階評価だけでなく自由記述欄を設けることで更なる言語活動

【教材としての利点と課題】
利点：言語化の定型を作っておくことで，生徒は言語化しやすく，根拠をもって「美」を感じるこ

とができる。「イイネ!!シール」でお互いを認め，評価してもらうことで自信につながる。
課題：「イイネ!!シール」での評価の観点が曖昧。毎授業で同様の振り返りシートを作成するのは

教員の負担が大きい。（簡単な評価規準を記載した各題材毎１枚のシート形式がよい。）
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【英語表現Ⅰ・１学年】
単 元（教 材）名

分詞を使って表現する

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

A 他者と協働する力 ⅰ：目的を意識して積極的に発言する

F 構成・表現力 ⅰ：聞き手の立場に立ち，様々な表現形式を用いてわかりやすく話す

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・指示を簡潔に提示し，グループ内での発表・質疑応答などの活動時間をできるだけ多く確保した。
・意見を整理しやすくするため，思考ツールを利用した。
・目的を意識して発表ができるよう，評価シートを配布し記入させた。

【全体の指導計画（全５時間）】 クラゲチャート
第１時 Intro Activity
第２時 現在分詞・過去分詞の学習
第３時 分詞構文の学習
第４時 分詞を使って英文を書く
第５時 分詞を使って説明する（本時）

【第５時の授業展開】

時間 内 容

５分 Warm-up
本時の説明

１５分 個人ワーク：「わかりやすい説明」について自分の考えを付箋に書き出す
グループワーク：クラゲチャートに付箋を貼って意見を整理する

５分 各グループの意見をクラス全体で共有する

５分 個人ワーク：自分の説明を見直し，発表の準備をする

１５分 グループ内で各自の写真について説明する。聞き手は質問したり，説明を評価する

５分 個人ワーク：振り返り（まとめ）

【実際の学習活動と注意点】
・「聞き手にわかりやすい説明とはどのようなものか」について考え，グループで意見を整理する。
グループで出た意見をクラス全体で共有する。

・聞き手の立場を考え，わかりやすい説明をする。説明を聞いて質疑応答する。

【授業者として工夫・意識したこと】
・積極的に意見を出せる環境作りに努め，意見発表するだけでなく，他者の意見を積極的に聞く姿勢
も指導した。

・意見を出すのが難しい場合には，具体的なヒントを与えて考えを引き出す準備をしておいた。

【教材としての利点と課題】
・自分が選んだ写真を使うことで，生徒が興味・関心を持って取り組むことができた。
・共有した意見を自分の活動に反映するためには，もう少し練習時間が必要と思われる。
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【英語表現Ⅱ・３学年】
単 元（教 材）名

自由英作文(意見論述タイプ)

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容

A 他者と協働する力 ⅱ: 自分の意見と他者のそれとを比較・関連づけ，意見をより深化・
発展させる

F 構成・表現力 ⅱ:適切な形式で，構成(論理性)を意識しつつ，根拠のある表現を行う

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
これまで取り組んだ自由英作文では，思いついた意見を並べただけのもの，支持文が主張の根拠と

なっていないものや一方的な視点でしか書けていないものなど，一貫性が欠けていたり，説得力が弱
い傾向があった。そこで，段階的に論理を組み立てつつ，譲歩表現を入れてより説得力のある，伝わ
りやすい主張ができるような活動構成とした。また，うまく根拠を考えられない生徒もいるため，周
りと意見をシェアすることで多様な視点や表現を学びあい，自分の意見に取り入れられるようにした。

【全体の指導計画（全４時間）】
第１時 賛成・反対の主張 <適切な支持文を書く>
第２時 賛成・反対の主張 <グループで読み合い評価・校正・リライト>
第３時 賛成・反対の主張 <譲歩表現を入れた主張> (本時)
第４時 賛成・反対の主張 <グループで読み合い評価・校正・リライト>

【第４時の授業展開】

時間 内 容

２分 本時の目標，活動を確認する
３分 英文の構成・注意事項を復習する
５分 譲歩表現のモデルを読み，主張を補強する譲歩表現の加え方を学ぶ
５分 提案(課題文)について賛成もしくは反対する根拠を書き出す
５分 同じ立場の生徒同士で集まって意見をシェアする
８分 最も重要／深刻な根拠を選び，それに対する反論を想定して譲歩表現を作る

結論文も考え，文章の大まかな構成・流れを決める
１８分 英作用紙に記入する(推敲時間含む)
４分 ワークシートを提出する

【実際の学習活動と注意点】
・立場の偏りを防ぐため，着席順で機械的に「賛成」・「反対」の立場を分ける。自分の本当の立場と
は異なる主張を考える機会となり，多様な視点で課題を捉えることが可能になる。

・実際の入試では制限時間があるため，時間内に完成させるよう伝え，時間の延長は行わない。

【授業者として工夫・意識したこと】
・意見が深まらない生徒(例："○○ is important."で終わっている等)に対して"Why is it important?",

"If you do this, what happens? What is good about it?"など思考が進むような問いかけをする。
・文法間違いの訂正は大きく理解を阻害しない限り最小限にし，内容を重視させる。

【教材としての利点と課題】
・集まって考えを共有することで，意見の充実や整理ができていた。その反面，個人レベルではうま
く brainstorm が進まない生徒もいた。考え方そのものをトレーニングする必要があると感じた。

・次時のグループ内での相互評価により，他の生徒の良い意見・表現を取り入れたり，わかりづらい
と指摘された箇所の修正ができ，より高い完成度でリライトできる。

・日本語の小論文を組み立てる際にも使える思考手順である。
・論理のかみ合いや結論のまとめ方は１回ではこつがつかめない。何度か練習する必要がある。
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英語表現Ⅱ 自由英作文「賛成・反対の主張」～客観的な理由とともに アクセントで譲歩を添えて～

評価シート HRNO( ) NAME )(

evaluator's name 立場の明確さ 主張の普遍性 譲歩表現のかみ合い 主張と譲歩の一貫性

(１・２・３)←良い (１・２・３・４・５)良い (１・２・３・４・５)良い (１・２・３・４・５)良い

点数 コメント
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由
英
作
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【総合的な学習の時間・２学年】
単 元（教 材）名

データ読みとり

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容
B 課題理解力 ⅰ: 何が問われているか正確に理解する
D 情報分析力 ⅰ: グラフの適切な読み取り

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・１年生の時には疑似科学，批判的思考，データ分析を SW-ing で学び，それをもとにポスター発表
をしてきた。また，人口減少社会に向けた調査を実施し，美馬市の活性化策を考えてきた。ただ，
データ分析力に課題があり，これを高めることが必要である。大学共通テストの「国語」に導入さ
れる資料読み取りでは全ての資料を使わずに取捨選択が求められる場合もある。現実の社会におい
ても資料を適切に使用することができなければ問題を読み取るのに手間がかかることもある。当然
のことながら，資料を作成する立場にいるものの作為により統計処理を変更することもできるとい
う危険性も内包されている。
これらをふまえ，生徒一人ひとりが情報の全体的な意味理解や整理，原因分析を行える力を養う。

・導入部分でデータが大量にあることで右往左往してしまうことを実感させる。
その際に，制限時間の中で適切に情報を取捨選択することが必要であるということで不要なデータ
もあえて入れた。

・全国学力・学習状況調査を用いることで学習に関して努力によって克服できる部分があるというこ
とも認識できる。ただし，平均であるということを見落としてしまうと家庭環境によって学力が決
まってしまうために努力は無駄だと錯覚してしまう危惧がある。これを補うように，平均値であり，
どんな環境であっても努力によって克服している人物は存在しているということは忘れず伝えるよ
うにしていく。
また，データの作り方によって読み取りの難度が変化することも理解できるようにしていく。

【全体の指導計画（全３時間）】
第１時 論理性の担保のためにはデータに基づく主張が必要だが，それを正しく読み取ることができ

ているか検討する。（本時）
第２時 新聞記事の主張をデータに基づいてファクトチェックしていく。
第３時 第２時のファクトチェックの中でフェイクニュースに近いものをみつけ，それをデータを元

に正しい記事に再構築していく。

【第１時の授業展開】
時 間 内 容
５分 個人ワーク：データの根拠をまとめる。

１２分 グループワーク１：それぞれがまとめたものが適切かどうかを話し合い，検討する。

２０分 グループワーク２：２０分を使い班で話し合いながら分析を行っていく。その理由を付箋
などを使用して可視化していく。

１０分 発表：１０分を使い各グループで話し合った結果を発表する。

３分 個人ワーク：振り返り（まとめ）

確認：各自で確認しておく （まとめの時に概要をパワーポイントで提示）

【実際の学習活動と注意点】
作業量が多いため，時間配分を総合的に考えていくことを意識させる。作業に戸惑っているような

場合には道筋をある程度提示していく。
【授業者として工夫・意識したこと】
電子黒板の活用（①目的②場面③方法）
①作業効率の最適化および生徒の思考力の促進をはかる。
②適宜
③パワーポイントを使用しながら説明をする。生徒の議論内容を映像にして情報を共有しつつ説明を
してもらう。改善点等を電子黒板に投影したものに書き込んでいく。
【教材としての利点と課題】
身近な題材であることで取り組みやすい反面，データ処理に手間取ると深い理解につながらない。
【使用プリント等】
「全国学力・学習状況調査 2013 年度」，「平成 25 年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の
結果を活用した学力に影響を与える要因分析に関する調査研究，国立大学法人お茶の水女子大学」に
基づくプリント。
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【総合的な学習の時間・２学年】
単 元（教 材）名

データ読みとり

【この教材で特に意識する「科学的思考力(SW-ing SLC)」】

項 目 内 容
B 課題理解力 ⅰ: 何が問われているか正確に理解する
D 情報分析力 ⅰ: グラフの適切な読み取り

【教材開発において特に意識したこと・工夫】
・１年生の時には疑似科学，批判的思考，データ分析を SW-ing で学び，それをもとにポスター発表
をしてきた。また，人口減少社会に向けた調査を実施し，美馬市の活性化策を考えてきた。ただ，
データ分析力に課題があり，これを高めることが必要である。大学共通テストの「国語」に導入さ
れる資料読み取りでは全ての資料を使わずに取捨選択が求められる場合もある。現実の社会におい
ても資料を適切に使用することができなければ問題を読み取るのに手間がかかることもある。当然
のことながら，資料を作成する立場にいるものの作為により統計処理を変更することもできるとい
う危険性も内包されている。
これらをふまえ，生徒一人ひとりが情報の全体的な意味理解や整理，原因分析を行える力を養う。

・導入部分でデータが大量にあることで右往左往してしまうことを実感させる。
その際に，制限時間の中で適切に情報を取捨選択することが必要であるということで不要なデータ
もあえて入れた。

・全国学力・学習状況調査を用いることで学習に関して努力によって克服できる部分があるというこ
とも認識できる。ただし，平均であるということを見落としてしまうと家庭環境によって学力が決
まってしまうために努力は無駄だと錯覚してしまう危惧がある。これを補うように，平均値であり，
どんな環境であっても努力によって克服している人物は存在しているということは忘れず伝えるよ
うにしていく。
また，データの作り方によって読み取りの難度が変化することも理解できるようにしていく。

【全体の指導計画（全３時間）】
第１時 論理性の担保のためにはデータに基づく主張が必要だが，それを正しく読み取ることができ

ているか検討する。（本時）
第２時 新聞記事の主張をデータに基づいてファクトチェックしていく。
第３時 第２時のファクトチェックの中でフェイクニュースに近いものをみつけ，それをデータを元

に正しい記事に再構築していく。

【第１時の授業展開】
時 間 内 容
５分 個人ワーク：データの根拠をまとめる。

１２分 グループワーク１：それぞれがまとめたものが適切かどうかを話し合い，検討する。

２０分 グループワーク２：２０分を使い班で話し合いながら分析を行っていく。その理由を付箋
などを使用して可視化していく。

１０分 発表：１０分を使い各グループで話し合った結果を発表する。

３分 個人ワーク：振り返り（まとめ）

確認：各自で確認しておく （まとめの時に概要をパワーポイントで提示）

【実際の学習活動と注意点】
作業量が多いため，時間配分を総合的に考えていくことを意識させる。作業に戸惑っているような

場合には道筋をある程度提示していく。
【授業者として工夫・意識したこと】
電子黒板の活用（①目的②場面③方法）
①作業効率の最適化および生徒の思考力の促進をはかる。
②適宜
③パワーポイントを使用しながら説明をする。生徒の議論内容を映像にして情報を共有しつつ説明を
してもらう。改善点等を電子黒板に投影したものに書き込んでいく。
【教材としての利点と課題】
身近な題材であることで取り組みやすい反面，データ処理に手間取ると深い理解につながらない。
【使用プリント等】
「全国学力・学習状況調査 2013 年度」，「平成 25 年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の
結果を活用した学力に影響を与える要因分析に関する調査研究，国立大学法人お茶の水女子大学」に
基づくプリント。
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分
よ
り
少
な

い

C 
世
帯
収
入
と
学
力
は
全
て
比
例
し
て
い
る
。
→
③
④
か
ら
読
み
取
れ
な
い

（
問
２
）
⑨

 
⑯
中
の
○
は
「

H
ig

he
st
」
の
層
の
児
童
生
徒
が
全
く

勉
強
し
て
い
な
い
場
合
の
正
答
率
を
他
の
グ
ル
ー
プ
が
同
等
以
上
の
正

答
率
を
獲
得
す
る
学
習
時
間
に
マ
ー
ク
し
た
も
の
だ
が
、
刻
苦
勉
励
は

Ｓ
Ｅ
Ｓ
を
克
服
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
班
で
考
え
、
協
力
し
て
解
答

を
作
成
せ
よ
。
な
お
、
そ
の
際
、
今
回
の
資
料
を
よ
り
見
や
す
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
え
も
示
す
こ
と
（
20
分
で
話

し
合
う
。
代
表
班
が
１
分
以
内
で
発
表
し
そ
れ
に
基
づ
い
て
他
の
班
も

改
善
策
を
提
示
し
て
い
く
。
１
０
分
。
）
。

2時
間
以
上

3時
間

よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間

よ
り
少
な
い

B 
SE

S「
Lo

w
es

t」
の
層
が
３
時
間
以
上
勉
強
し
て
も
「

H
ig

he
st
」
の
層
で
全
く
勉
強
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
を
追
い
越
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
→
⑪
か

ら
読
み
取
れ
な
い

3時
間
以
上

3時
間
以
上

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

⑪
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑫
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

（
問
１
）
以
下
の
Ａ

 
Ｄ
の
根
拠
と
な
る
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
よ
（
各
自
５
分
で
解
答
を
考
え
た
う
え
で
班
で
12
分
以
内
で
確
認
し
あ
う
）
。

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

A 
国
語
の
学
習
時
間
の
ほ
う
が
算
数
の
学
習
時
間
よ
り
も
短
い
。
→
⑦
⑧
か
ら
読
み
取
れ
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

Ｓ
ｗ
－
ｉ
ｎ
ｇ

 
デ
ー
タ
読
み
取
り

⑨
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑩
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

 
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、

20
07
年
か
ら
毎
年
全
国
の
小
学
校

6年
生
と
中
学
校

3年
生
を
対
象
に
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

20
13
年
度
に
は
、
一
部
の
小
中
学
校
で
保
護
者
に
対
す
る
調
査
も
同
時
に
な
さ
れ
た
。

資
料
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
よ
る
分
析
結
果
で
あ
る
。
分
析
で
は
児
童
・
生
徒
の
家
庭
の
「
社
会
経
済
的
背

景
（
SE
S）

」
を
把
握
す
る
た
め
に
各
家
庭
を

4つ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

25
％
ず
つ
の
家
庭
が
含
ま

れ
て
い
る
。

20
13
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

Aは
主
に
知
識
に
関
す
る
問
題
、
Bは

主
に
知

識
活
用
力
に
関
す
る
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。

3時
間
以
上

3時
間
以
上

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い
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①
児
童
の
家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景

(S
ES

)の
グ
ル
ー
プ
別
記
述
統
計
（
小

6）
③
世
帯
収
入
（
税
込
年
収
）
と
学
力
の
関
係
（
小

6）
⑤
家
庭
の

SE
Sと

子
ど
も
の
学
力
（
小

6）

SE
S

家
庭
平
均
所
得
家
庭
所
得
標

準
偏
差

父
親
学
歴

平
均
年
数

父
親
大

卒
割

母
親
学
歴

平
均
年
数

母
親
大

卒
割

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ
％

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

3,
47

7,
81

0
1,

34
6,

79
9

11
.3

2
0.

68
11

.6
6

0.
00

20
0万
円

未
満

53
.0

39
.0

67
.2

45
.7

6.
7

Lo
w

es
t

9.48
6.97

6.67
6.96

6.08
7.86

2.36
9.85

7.74
6.86

9.93
9.35

Lo
w

er
m

id
dl

e
4,

96
1,

44
9

1,
88

9,
83

7
12

.6
0

3.
90

12
.9

4
1.

07
20

0~
30

0万
円

56
.8

42
.7

70
.4

50
.8

8.
2

Lo
w

er
m

id
dl

e
2.48

7.97
0.77

6.37
2.37

8.46
3.36

5.85
1.55

2.57
1.64

1.06

Up
pe

r
m

id
dl

e
6,

40
1,

69
6

2,
14

5,
43

6
14

.2
1

39
.3

6
13

.6
1

7.
20

30
0~

40
0万
円

58
.4

45
.0

73
.6

53
.3

12
.6

Up
pe

r
m

id
dl

e
5.28

9.77
8.47

7.17
1.17

5.46
5.26

4.65
3.06

2.97
4.15

9.36

H
ig

he
st

9,
18

5,
85

1
2,

92
7,

28
1

15
.9

7
89

.2
2

14
.9

3
47

.0
7

40
0~

50
0万
円

60
.6

47
.0

75
.1

56
.2

14
.9

H
ig

he
st

6.18
2.77

8.47
3.07

9.86
3.36

0.85
8.25

3.07
4.58

06
7.27

全
国
平
均

6,
03

4,
26

8
3,

00
1,

53
3

13
.6

6
35

.4
4

13
.3

1
13

.9
4

50
0~

60
0万
円

6.08
3.37

9.86
2.66

8.36
7.65

6.15
2.64

）3
中

（
力

学
の

も
ど

子
とSES

の
庭

家
⑥

0.41
9.75

6.77
8.84

7.26

②
児
童
の
家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景

(S
ES

)の
グ
ル
ー
プ
別
記
述
統
計
（
中

3）
60

0~
70

0万
円

64
.8

52
.5

80
.1

61
.3

11
.9

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

43
.7

51
.2

56
.7

60
.5

62
.4

67
.1

72
.5

76
.1

SE
S

家
庭
平
均
所
得
家
庭
所
得
標

準
偏
差

父
親
学
歴

平
均
年
数

父
親
大

卒
割

母
親
学
歴

平
均
年
数

母
親
大

卒
割

70
0~

80
0万
円

64
.9

52
.4

79
.7

62
.2

10
.4

Lo
w

es
t

70
.7

59
.8

54
.4

31
.5

Lo
w

es
t

3,
36

8,
02

4
1,

25
9,

39
4

11
.2

9
0.

59
11

.6
3

0.
00

80
0~

90
0万
円

69
.6

57
.6

83
.2

66
.0

6.
3

Lo
w

er
m

id
dl

e
75

.2
66

62
.0

38
.8

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

e r
m

id
dl

e
5,

11
7,

36
9

1,
81

5,
09

5
12

.5
2

4.
89

12
.7

4
0.

17
90

0~
10

00
万
円

69
.3

55
.1

82
.7

66
.4

5.
0

Up
pe

r
m

id
dl

e
0.87

7.96
0.86

9.95
8.66

1.55
9.64

5.14
9.44

5.76
3.07

6.87

Up
pe

r
m

id
dl

e
6,

46
0,

37
1

2,
18

6,
85

6
14

.0
4

37
.1

6
13

.4
3

4.
38

10
00

~
1

20
0万
円

69
.6

55
.5

83
.9

67
.9

5.
3

H
ig

he
st

7.77
6.17

4.76
6.46

0.06
6.35

2.84
2.54

4.55
5.57

7.67
6.38

H
ig

he
st

9,
28

1,
54

8
2,

78
0,

02
3

15
.7

5
84

.5
7

14
.6

5
38

.8
8

12
00

~
1

50
0万
円

2.57
7.96

5.66
1.16

2.95
4.25

7.84
8.24

）6
小

（
率

答
正

各
と

間
時

習
学

の
日

平
⑦

6.2
1.76

5.48
4.95

8.07

全
国
平
均

6,
04

3,
60

4
2,

98
1,

12
8

13
.5

3
33

.8
3

13
.1

2
10

.8
2

15
00
万

円
以
上

75
.5

61
.5

85
.6

71
.5

2.
1

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

38
.8

45
.4

50
.4

57
.1

58
.9

64
.8

69
.6

74
.5 0.47

0.36
9.75

0.35
3.25

8.04
9.63

5.13
3.86

6.38
0.85

4.27
0.001

5.85
2.77

5.94
8.26

計
合 ④
世
帯
収
入
（
税
込
年
収
）
と
学
力
の
関
係
（
中

3）
65

.9
52

.7
80

.0
61

.0
30

.8
35

.0
46

.2
42

.0
47

.9
56

.5
64

.0
69

.7

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ
％

63
.3

50
.4

78
.1

59
.2

20
0万
円

未
満

69
.1

58
.6

51
.5

30
.0

7.
5

60
.0

47
.2

75
.4

56
.1

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

20
0~

30
0万
円

71
.2

60
.9

55
.2

33
.1

8.
6

52
.7

38
.3

68
.0

48
.2

71
.4

77
.1

81
.6

89
.6

55
.1

64
.5

70
.2

77
.5

30
0~

40
0万
円

73
.9

63
.4

58
.4

35
.5

11
.8

50
.6

36
.1

64
.9

43
.7

71
.6

78
.2

80
.3

85
.6

59
.4

65
.0

69
.2

76
.5

40
0~

50
0万
円

74
.8

65
.2

60
.6

37
.9

13
.3

⑧
平
日
の
学
習
時
間
と
各
正
答
率
（
中

3）
71

.7
76

.6
80

.6
84

.8
54

.8
61

.9
66

.9
73

.9

50
0~

60
0万
円

76
.6

67
.6

63
.6

40
.4

13
.7

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

67
.8

74
.4

78
.7

83
.4

53
.0

59
.7

63
.7

71
.2

60
0~

70
0万
円

77
.6

69
.2

66
.6

43
.5

12
.1

79
.3

70
.7

69
.2

47
.4

61
. 5

67
.4

71
.0

79
.7

46
.4

52
.7

59
.1

70
.5

70
0~

80
0万
円

78
.7

70
.9

68
.6

46
.6

10
.2

79
.2

71
.1

68
.4

46
.2

57
.1

68
.1

71
.0

74
.0

41
.7

48
.5

57
.5

62
.5

80
0~

90
0万
円

79
.7

71
.8

69
.6

48
.1

7.
0

76
.7

68
.0

64
.3

41
.5

90
0~

10
00
万
円

80
.9

73
.3

71
.6

49
.9

5.
5

75
.3

66
.1

60
.9

38
.8

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

10
00

~
1

20
0万
円

81
.8

73
.9

72
.8

52
.6

6.
0

70
.3

59
.1

53
.9

32
.3

48
.9

56
.5

66
.5

77
.6

30
.9

41
.3

47
.0

58
.3

12
00

~
1

50
0万
円

83
.0

75
.8

75
.1

54
.7

2.
8

67
.0

55
.7

48
.7

28
.4

50
.6

58
.0

60
.8

69
.9

35
.8

41
.0

46
.9

56
.7

15
00
万

円
以
上

81
.8

75
.9

73
.4

53
.4

1.
4

50
.8

57
.1

61
.9

68
.6

31
.4

38
.6

43
.5

53
.2

合
計

76
.3

67
.3

63
.5

41
.4

10
0.

0
47

.5
54

.2
58

.5
67

.9
31

.4
36

.6
40

.7
50

.8

39
.6

47
.3

51
.7

64
.3

25
.6

30
.6

36
.8

48
.0

37
.2

43
.3

47
.8

57
.4

21
.1

28
.5

36
.1

44
.2

全
く
し
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

自
己
評
価

 
 

 
 
読
み
取
り
が
で
き
た
か
。

 
 

 
 

 
 

   
 

 （
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

3分
 

 
 

 
 

 
文
章
で
表
現
で
き
た
か
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 （
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

 
 

 
 

 
 

 
 
根
拠
あ
る
視
点
で
読
み
取
り
が
で
き
た
か
。

   
   
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

発
見
課
題
と
対
策
案
の
記
述

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

（
確
認
）
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
資
料
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
わ
か
る
。
ど
れ
を
削
除
し
て

も
問
題
が
成
立
す
る
か
。
不
要
な
資
料
に
斜
線
を
引
い
て
み
る
こ
と
。

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

3時
間
以
上

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

学
習
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
ど
の
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
層
の
児
童
・
生
徒
で
も
、
高
い
正
答
率
を
示

す
こ
と
か
ら
刻
苦
勉
励
が
効
果
的
だ
と
い
え
る
。
た
だ
「
Lo
w
es

t」
の
児
童
・
生
徒
が
３

時
間
以
上
勉
強
し
て
も
「

H
ig

he
st
」
の
児
童
・
生
徒
が
全
く
勉
強
し
て
い
な
い
場
合
の
正

答
率
を
平
均
値
で
追
い
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
結
果
か
ら
、
家
庭
背
景
の
不
利
を
児

童
・
生
徒
個
人
の
学
習
時
間
の
み
で
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
資

料
は
平
均
値
で
あ
る
の
で
、
個
人
の
努
力
に
よ
り
克
服
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

公
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
。
一
目
で
分
か
る
た
め
に
は
グ
ラ
フ
に
す
る

と
い
い
。

2時
間
以
上

3時
間

よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

1時
間
以
上

2時
間

よ
り
少
な
い

⑮
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑯
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）
30
分
以
上

1時
間

よ
り
少
な
い

30
分
よ
り
少
な
い

3時
間
以
上

3時
間
以
上

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

C 
世
帯
収
入
と
学
力
は
全
て
比
例
し
て
い
る
。
→
③
④
か
ら
読
み
取
れ
な
い

3時
間
以
上

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

1時
間
以
上

2時
間

よ
り
少
な
い

⑬
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑭
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

小
６
で
は
70
0万

、
中
3で

は
12
00
万
あ
た
り
で
逆
転
す
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
か
ら
。

（
問
２
）
⑨

 
⑯
中
の
○
は
「

H
ig

he
st
」
の
層
の
児
童
生
徒
が
全
く

勉
強
し
て
い
な
い
場
合
の
正
答
率
を
他
の
グ
ル
ー
プ
が
同
等
以
上
の
正

答
率
を
獲
得
す
る
学
習
時
間
に
マ
ー
ク
し
た
も
の
だ
が
、
刻
苦
勉
励
は

Ｓ
Ｅ
Ｓ
を
克
服
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
班
で
考
え
、
協
力
し
て
解
答

を
作
成
せ
よ
。
な
お
、
そ
の
際
、
今
回
の
資
料
を
よ
り
見
や
す
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
え
も
示
す
こ
と
（
20
分
で
話

し
合
う
。
代
表
班
が
１
分
以
内
で
発
表
し
そ
れ
に
基
づ
い
て
他
の
班
も

改
善
策
を
提
示
し
て
い
く
。
１
０
分
。
）
。

2時
間
以
上

3時
間

よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

30
分
以
上

1時
間

よ
り
少
な
い

D
 

SE
Sが

「
Lo

w
es

t」
の
層
の
児
童
生
徒
は
全
員
ど
の
科
目
の
正
答
率
も

68
％
未
満
で
あ
る
。
→
⑤
⑥
か
ら
読
み
取
れ
な
い

30
分
よ
り
少
な
い

3時
間
以
上

3時
間
以
上

「
Lo
w
es

t」
の
各
科
目
の
平
均
値
の
表
で
、
小
６
算
数
Ａ
で
68

.6
%
あ
り
、

中
３
国
語
Ａ
で
70

.7
%
あ
る
か
ら
。

全
く
し
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

B 
SE

S「
Lo

w
es

t」
の
層
が
３
時
間
以
上
勉
強
し
て
も
「

H
ig

he
st
」
の
層
で
全
く
勉
強
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
を
追
い
越
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
→
⑪
か
ら
読
み
取
れ
な
い

上
以

間
時3

上
以

間
時3

1時
間
以
上
2時

間
よ
り
少
な
い
・
2時

間
以
上
3時

間
よ
り
少
な
い
の
部
分

で
、
国
語
Ｂ
に
つ
い
て
は
追
い
越
せ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

学
習
時
間
と
正
答
率
の
相
関
の
み
が
読
み
取
れ
る
か
ら
。

⑪
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑫
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

（
問
１
）
以
下
の
Ａ

 
Ｄ
の
根
拠
と
な
る
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
よ
（
各
自
５
分
で
解
答
を
考
え
た
う
え
で
班
で
12
分
以
内
で
確
認
し
あ
う
）
。

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

A 
国
語
の
学
習
時
間
の
ほ
う
が
算
数
の
学
習
時
間
よ
り
も
短
い
。
→
⑦
⑧
か
ら
読
み
取
れ
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

Ｓ
ｗ
－
ｉ
ｎ
ｇ

 
デ
ー
タ
読
み
取
り

⑨
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑩
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

 
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、

20
07
年
か
ら
毎
年
全
国
の
小
学
校

6年
生
と
中
学
校

3年
生
を
対
象
に
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

20
13
年
度
に
は
、
一
部
の
小
中
学
校
で
保
護
者
に
対
す
る
調
査
も
同
時
に
な
さ
れ
た
。

資
料
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
よ
る
分
析
結
果
で
あ
る
。
分
析
で
は
児
童
・
生
徒
の
家
庭
の
「
社
会
経
済
的
背

景
（
SE
S）

」
を
把
握
す
る
た
め
に
各
家
庭
を

4つ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

25
％
ず
つ
の
家
庭
が
含
ま

れ
て
い
る
。

20
13
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

Aは
主
に
知
識
に
関
す
る
問
題
、
Bは

主
に
知

識
活
用
力
に
関
す
る
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。

3時
間
以
上

3時
間
以
上

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い
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①
児
童
の
家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景

(S
ES

)の
グ
ル
ー
プ
別
記
述
統
計
（
小

6）
③
世
帯
収
入
（
税
込
年
収
）
と
学
力
の
関
係
（
小

6）
⑤
家
庭
の

SE
Sと

子
ど
も
の
学
力
（
小

6）

SE
S

家
庭
平
均
所
得
家
庭
所
得
標

準
偏
差

父
親
学
歴

平
均
年
数

父
親
大

卒
割

母
親
学
歴

平
均
年
数

母
親
大

卒
割

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ
％

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

3,
47

7,
81

0
1,

34
6,

79
9

11
.3

2
0.

68
11

.6
6

0.
00

20
0万
円

未
満

53
.0

39
.0

67
.2

45
.7

6.
7

Lo
w

es
t

9.48
6.97

6.67
6.96

6.08
7.86

2.36
9.85

7.74
6.86

9.93
9.35

Lo
w

er
m

id
dl

e
4,

96
1,

44
9

1,
88

9,
83

7
12

.6
0

3.
90

12
.9

4
1.

07
20

0~
30

0万
円

56
.8

42
.7

70
.4

50
.8

8.
2

Lo
w

er
m

id
dl

e
2.48

7.97
0.77

6.37
2.37

8.46
3.36

5.85
1.55

2.57
1.64

1.06

Up
pe

r
m

id
dl

e
6,

40
1,

69
6

2,
14

5,
43

6
14

.2
1

39
.3

6
13

.6
1

7.
20

30
0~

40
0万
円

58
.4

45
.0

73
.6

53
.3

12
.6

Up
pe

r
m

id
dl

e
5.28

9.77
8.47

7.17
1.17

5.46
5.26

4.65
3.06

2.97
4.15

9.36

H
ig

he
st

9,
18

5,
85

1
2,

92
7,

28
1

15
.9

7
89

.2
2

14
.9

3
47

.0
7

40
0~

50
0万
円

60
.6

47
.0

75
.1

56
.2

14
.9

H
ig

he
st

6.18
2.77

8.47
3.07

9.86
3.36

0.85
8.25

3.07
4.58

06
7.27

全
国
平
均

6,
03

4,
26

8
3,

00
1,

53
3

13
.6

6
35

.4
4

13
.3

1
13

.9
4

50
0~

60
0万
円

6.08
3.37

9.86
2.66

8.36
7.65

6.15
2.64

）3
中

（
力

学
の

も
ど

子
とSES

の
庭

家
⑥

0.41
9.75

6.77
8.84

7.26

②
児
童
の
家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景

(S
ES

)の
グ
ル
ー
プ
別
記
述
統
計
（
中

3）
60

0~
70

0万
円

64
.8

52
.5

80
.1

61
.3

11
.9

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

43
.7

51
.2

56
.7

60
.5

62
.4

67
.1

72
.5

76
.1

SE
S

家
庭
平
均
所
得
家
庭
所
得
標

準
偏
差

父
親
学
歴

平
均
年
数

父
親
大

卒
割

母
親
学
歴

平
均
年
数

母
親
大

卒
割

70
0~

80
0万
円

64
.9

52
.4

79
.7

62
.2

10
.4

Lo
w

es
t

70
.7

59
.8

54
.4

31
.5

Lo
w

es
t

3,
36

8,
02

4
1,

25
9,

39
4

11
.2

9
0.

59
11

.6
3

0.
00

80
0~

90
0万
円

69
.6

57
.6

83
.2

66
.0

6.
3

Lo
w

er
m

id
dl

e
75

.2
66

62
.0

38
.8

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

e r
m

id
dl

e
5,

11
7,

36
9

1,
81

5,
09

5
12

.5
2

4.
89

12
.7

4
0.

17
90

0~
10

00
万
円

69
.3

55
.1

82
.7

66
.4

5.
0

Up
pe

r
m

id
dl

e
0.87

7.96
0.86

9.95
8.66

1.55
9.64

5.14
9.44

5.76
3.07

6.87

Up
pe

r
m

id
dl

e
6,

46
0,

37
1

2,
18

6,
85

6
14

.0
4

37
.1

6
13

.4
3

4.
38

10
00

~
1

20
0万
円

69
.6

55
.5

83
.9

67
.9

5.
3

H
ig

he
st

7.77
6.17

4.76
6.46

0.06
6.35

2.84
2.54

4.55
5.57

7.67
6.38

H
ig

he
st

9,
28

1,
54

8
2,

78
0,

02
3

15
.7

5
84

.5
7

14
.6

5
38

.8
8

12
00

~
1

50
0万
円

2.57
7.96

5.66
1.16

2.95
4.25

7.84
8.24

）6
小

（
率

答
正

各
と

間
時

習
学

の
日

平
⑦

6.2
1.76

5.48
4.95

8.07

全
国
平
均

6,
04

3,
60

4
2,

98
1,

12
8

13
.5

3
33

.8
3

13
.1

2
10

.8
2

15
00
万

円
以
上

75
.5

61
.5

85
.6

71
.5

2.
1

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

38
.8

45
.4

50
.4

57
.1

58
.9

64
.8

69
.6

74
.5 0.47

0.36
9.75

0.35
3.25

8.04
9.63

5.13
3.86

6.38
0.85

4.27
0.001

5.85
2.77

5.94
8.26

計
合 ④
世
帯
収
入
（
税
込
年
収
）
と
学
力
の
関
係
（
中

3）
65

.9
52

.7
80

.0
61

.0
30

.8
35

.0
46

.2
42

.0
47

.9
56

.5
64

.0
69

.7

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ
％

63
.3

50
.4

78
.1

59
.2

20
0万
円

未
満

69
.1

58
.6

51
.5

30
.0

7.
5

60
.0

47
.2

75
.4

56
.1

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

20
0~

30
0万
円

71
.2

60
.9

55
.2

33
.1

8.
6

52
.7

38
.3

68
.0

48
.2

71
.4

77
.1

81
.6

89
.6

55
.1

64
.5

70
.2

77
.5

30
0~

40
0万
円

73
.9

63
.4

58
.4

35
.5

11
.8

50
.6

36
.1

64
.9

43
.7

71
.6

78
.2

80
.3

85
.6

59
.4

65
.0

69
.2

76
.5

40
0~

50
0万
円

74
.8

65
.2

60
.6

37
.9

13
.3

⑧
平
日
の
学
習
時
間
と
各
正
答
率
（
中

3）
71

.7
76

.6
80

.6
84

.8
54

.8
61

.9
66

.9
73

.9

50
0~

60
0万
円

76
.6

67
.6

63
.6

40
.4

13
.7

国
語
Ａ
国
語
Ｂ
算
数
Ａ
算
数
Ｂ

67
.8

74
.4

78
.7

83
.4

53
.0

59
.7

63
.7

71
.2

60
0~

70
0万
円

77
.6

69
.2

66
.6

43
.5

12
.1

79
.3

70
.7

69
.2

47
.4

61
. 5

67
.4

71
.0

79
.7

46
.4

52
.7

59
.1

70
.5

70
0~

80
0万
円

78
.7

70
.9

68
.6

46
.6

10
.2

79
.2

71
.1

68
.4

46
.2

57
.1

68
.1

71
.0

74
.0

41
.7

48
.5

57
.5

62
.5

80
0~

90
0万
円

79
.7

71
.8

69
.6

48
.1

7.
0

76
.7

68
.0

64
.3

41
.5

90
0~

10
00
万
円

80
.9

73
.3

71
.6

49
.9

5.
5

75
.3

66
.1

60
.9

38
.8

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

Lo
w

es
t

Lo
w

er
m

id
dl

Up
pe

r
m

id
dl

H
ig

he
st

10
00

~
1

20
0万
円

81
.8

73
.9

72
.8

52
.6

6.
0

70
.3

59
.1

53
.9

32
.3

48
.9

56
.5

66
.5

77
.6

30
.9

41
.3

47
.0

58
.3

12
00

~
1

50
0万
円

83
.0

75
.8

75
.1

54
.7

2.
8

67
.0

55
.7

48
.7

28
.4

50
.6

58
.0

60
.8

69
.9

35
.8

41
.0

46
.9

56
.7

15
00
万

円
以
上

81
.8

75
.9

73
.4

53
.4

1.
4

50
.8

57
.1

61
.9

68
.6

31
.4

38
.6

43
.5

53
.2

合
計

76
.3

67
.3

63
.5

41
.4

10
0.

0
47

.5
54

.2
58

.5
67

.9
31

.4
36

.6
40

.7
50

.8

39
.6

47
.3

51
.7

64
.3

25
.6

30
.6

36
.8

48
.0

37
.2

43
.3

47
.8

57
.4

21
.1

28
.5

36
.1

44
.2

全
く
し
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

自
己
評
価

 
 

 
 
読
み
取
り
が
で
き
た
か
。

 
 

 
 

 
 

   
 

 （
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

3分
 

 
 

 
 

 
文
章
で
表
現
で
き
た
か
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 （
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

 
 

 
 

 
 

 
 
根
拠
あ
る
視
点
で
読
み
取
り
が
で
き
た
か
。

   
   
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

発
見
課
題
と
対
策
案
の
記
述

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

（
確
認
）
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
資
料
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
わ
か
る
。
ど
れ
を
削
除
し
て

も
問
題
が
成
立
す
る
か
。
不
要
な
資
料
に
斜
線
を
引
い
て
み
る
こ
と
。

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

3時
間
以
上

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

学
習
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
ど
の
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
層
の
児
童
・
生
徒
で
も
、
高
い
正
答
率
を
示

す
こ
と
か
ら
刻
苦
勉
励
が
効
果
的
だ
と
い
え
る
。
た
だ
「
Lo
w
es

t」
の
児
童
・
生
徒
が
３

時
間
以
上
勉
強
し
て
も
「

H
ig

he
st
」
の
児
童
・
生
徒
が
全
く
勉
強
し
て
い
な
い
場
合
の
正

答
率
を
平
均
値
で
追
い
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
結
果
か
ら
、
家
庭
背
景
の
不
利
を
児

童
・
生
徒
個
人
の
学
習
時
間
の
み
で
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
資

料
は
平
均
値
で
あ
る
の
で
、
個
人
の
努
力
に
よ
り
克
服
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

公
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
。
一
目
で
分
か
る
た
め
に
は
グ
ラ
フ
に
す
る

と
い
い
。

2時
間
以
上

3時
間

よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

1時
間
以
上

2時
間

よ
り
少
な
い

⑮
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑯
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）
30
分
以
上

1時
間

よ
り
少
な
い

30
分
よ
り
少
な
い

3時
間
以
上

3時
間
以
上

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

C 
世
帯
収
入
と
学
力
は
全
て
比
例
し
て
い
る
。
→
③
④
か
ら
読
み
取
れ
な
い

3時
間
以
上

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

1時
間
以
上

2時
間

よ
り
少
な
い

⑬
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑭
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
算
数
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

小
６
で
は
70
0万

、
中
3で

は
12
00
万
あ
た
り
で
逆
転
す
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
か
ら
。

（
問
２
）
⑨

 
⑯
中
の
○
は
「

H
ig

he
st
」
の
層
の
児
童
生
徒
が
全
く

勉
強
し
て
い
な
い
場
合
の
正
答
率
を
他
の
グ
ル
ー
プ
が
同
等
以
上
の
正

答
率
を
獲
得
す
る
学
習
時
間
に
マ
ー
ク
し
た
も
の
だ
が
、
刻
苦
勉
励
は

Ｓ
Ｅ
Ｓ
を
克
服
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
班
で
考
え
、
協
力
し
て
解
答

を
作
成
せ
よ
。
な
お
、
そ
の
際
、
今
回
の
資
料
を
よ
り
見
や
す
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
え
も
示
す
こ
と
（
20
分
で
話

し
合
う
。
代
表
班
が
１
分
以
内
で
発
表
し
そ
れ
に
基
づ
い
て
他
の
班
も

改
善
策
を
提
示
し
て
い
く
。
１
０
分
。
）
。

2時
間
以
上

3時
間

よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

30
分
以
上

1時
間

よ
り
少
な
い

D
 

SE
Sが

「
Lo

w
es

t」
の
層
の
児
童
生
徒
は
全
員
ど
の
科
目
の
正
答
率
も

68
％
未
満
で
あ
る
。
→
⑤
⑥
か
ら
読
み
取
れ
な
い

30
分
よ
り
少
な
い

3時
間
以
上

3時
間
以
上

「
Lo
w
es

t」
の
各
科
目
の
平
均
値
の
表
で
、
小
６
算
数
Ａ
で
68

.6
%
あ
り
、

中
３
国
語
Ａ
で
70

.7
%
あ
る
か
ら
。

全
く
し
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

B 
SE

S「
Lo

w
es

t」
の
層
が
３
時
間
以
上
勉
強
し
て
も
「

H
ig

he
st
」
の
層
で
全
く
勉
強
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
を
追
い
越
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
→
⑪
か
ら
読
み
取
れ
な
い

上
以

間
時3

上
以

間
時3

1時
間
以
上
2時

間
よ
り
少
な
い
・
2時

間
以
上
3時

間
よ
り
少
な
い
の
部
分

で
、
国
語
Ｂ
に
つ
い
て
は
追
い
越
せ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

学
習
時
間
と
正
答
率
の
相
関
の
み
が
読
み
取
れ
る
か
ら
。

⑪
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑫
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ｂ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

（
問
１
）
以
下
の
Ａ

 
Ｄ
の
根
拠
と
な
る
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
よ
（
各
自
５
分
で
解
答
を
考
え
た
う
え
で
班
で
12
分
以
内
で
確
認
し
あ
う
）
。

30
分
よ
り
少
な

い
30
分
よ
り
少
な

い

A 
国
語
の
学
習
時
間
の
ほ
う
が
算
数
の
学
習
時
間
よ
り
も
短
い
。
→
⑦
⑧
か
ら
読
み
取
れ
な
い

全
く
し
な
い

全
く
し
な
い

Ｓ
ｗ
－
ｉ
ｎ
ｇ

 
デ
ー
タ
読
み
取
り

⑨
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
小

6）
⑩
社
会
経
済
的
背
景
別
、
学
習
時
間
と
国
語
Ａ
正
答

率
の
平
均
値
（
中

3）

 
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、

20
07
年
か
ら
毎
年
全
国
の
小
学
校

6年
生
と
中
学
校

3年
生
を
対
象
に
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

20
13
年
度
に
は
、
一
部
の
小
中
学
校
で
保
護
者
に
対
す
る
調
査
も
同
時
に
な
さ
れ
た
。

資
料
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
よ
る
分
析
結
果
で
あ
る
。
分
析
で
は
児
童
・
生
徒
の
家
庭
の
「
社
会
経
済
的
背

景
（
SE
S）

」
を
把
握
す
る
た
め
に
各
家
庭
を

4つ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

25
％
ず
つ
の
家
庭
が
含
ま

れ
て
い
る
。

20
13
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

Aは
主
に
知
識
に
関
す
る
問
題
、
Bは

主
に
知

識
活
用
力
に
関
す
る
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。

3時
間
以
上

3時
間
以
上

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

2時
間
以
上

3時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

1時
間
以
上

2時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

30
分
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い
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